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314

殉
教
を
免
れ
た
李
源
永
牧
師
の
歩
み

――
『
学
者
・
牧
会
者
鳳
卿
李
源
永
研
究
』
第
五
章
の
翻
訳

林　

熙　

國　
著

高　

萬　

松　
訳

《
解　
説
》

こ
こ
に
訳
出
す
る
も
の
は
、
ソ
ウ
ル
の
長
老
会
神
学
大
学
、
林
熙
國
教
授
の
著
書
『
선
비
목
회
자
봉
경
이
원
영
연
구
』〔
学

者
・
牧
会
者
鳳
卿
李
源
永
研
究
〕（
基
督
教
文
社
、
二
〇
〇
一
年
）
菊
判
三
二
五
頁
の
う
ち
、
著
者
の
許
諾
を
得
て
、
第
五
章

（
全
六
章
構
成
）
を
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。

原
書
は
李
源
永
牧
師
（
大
韓
イ
エ
ス
教
長
老
会
、
安
東
西
部
教
会
）
の
生
涯
と
思
想
を
著
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
一
章 

成

長
期
、
第
二
章 

三
・
一
独
立
運
動
へ
の
参
加
、
第
三
章 

キ
リ
ス
ト
者
と
な
る
過
程
、
第
四
章 

教
会
の
牧
師
と
し
て
の
働
き
、

第
五
章 

殉
教
を
免
れ
た
牧
師
の
歩
み
、
第
六
章 

戦
後
の
教
会
の
復
旧
と
そ
の
働
き
、
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の

第
五
章
だ
け
で
李
源
永
の
生
涯
と
思
想
を
す
べ
て
理
解
す
る
に
は
限
界
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
に
訳
者
解
説
と
し
て
、
短

く
、
李
源
永
牧
師
の
生
涯
を
ま
と
め
て
み
た
い
。
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315 殉教を免れた李源永牧師の歩み

李
源
永
（
一
八
八
六
―
一
九
五
八
）
は
一
九
一
九
年
の
三
・
一
独
立
運
動
に
慶
尚
北
道
安
東
地
方
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
参
加

し
た
と
い
う
理
由
で
、
一
年
間
、
ソ
ウ
ル
西
大
門
刑
務
所
に
収
監
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
キ
リ
ス
ト
教
に
改
宗
し
、
一
九
三
〇
年

に
牧
師
と
な
っ
た
が
、
一
九
三
八
年
に
当
局
の
命
令
に
よ
っ
て
牧
会
が
中
止
さ
れ
た
。
当
時
、
朝
鮮
イ
エ
ス
教
長
老
会
の
総

会
さ
え
神
社
参
拝
を
認
め
た
社
会
的
状
況
の
下
で
、
李
は
、
神
社
参
拝
も
、
創
氏
改
名
も
、
東
方
遥
拝
も
す
べ
て
し
な
か
っ

た
。
そ
の
た
め
最
終
的
に
四
度
に
わ
た
っ
て
収
監
さ
れ
、
拷
問
の
末
、
死
と
同
然
の
状
態
に
置
か
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
状
態
で

一
九
四
五
年
八
月
一
五
日
の
「
光
復
（
解
放
）」
を
迎
え
た
。

そ
の
後
、
大
学
の
設
立
な
ど
教
育
者
と
し
て
の
働
き
も
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
牧
師
と
し
て
の
働
き
だ
け
を
あ
げ
よ
う
。
そ

れ
は
、
韓
国
教
会
内
部
に
お
け
る
神
社
参
拝
を
め
ぐ
る
対
立
に
対
し
て
、「
和
解
」
を
も
た
ら
す
よ
う
に
尽
力
し
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。「
光
復
」
後
、
韓
国
の
長
老
派
は
内
部
分
裂
し
て
い
た
が
、
そ
の
主
な
理
由
は
植
民
地
治
下
で
の
神
社
参
拝
の
問

題
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
李
源
永
が
総
会
議
長
に
選
ば
れ
た
一
九
五
四
年
の
第
三
九
回
大
韓
イ
エ
ス
教
長
老
会
総
会
で
は
、
神
社

参
拝
を
積
極
的
に
勧
め
た
以
前
の
総
会
（
一
九
三
八
年
九
月
）
で
の
決
議
を
取
り
消
す
声
明
を
発
表
し
た
。
声
明
書
の
要
旨

は
、
日
本
帝
国
主
義
か
ら
の
強
圧
に
よ
っ
て
神
社
参
拝
が
決
議
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
、
そ
の
決
議
が
神
の
戒
め
を
犯
し
て
い
た

の
で
、
今
回
の
総
会
に
お
い
て
取
り
消
す
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。
総
会
の
最
終
日
、
李
源
永
の
「
和
解
」
を
主
題
と
し
た
説

教
に
対
し
て
、
長
老
派
の
新
聞
は
次
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
今
回
の
総
会
に
よ
っ
て
「
神
社
参
拝
の
拒
否
に

よ
っ
て
教
会
か
ら
除
名
さ
れ
た
信
徒
と
牧
会
者
に
復
権
さ
れ
る
道
が
開
か
れ
、
神
社
参
拝
の
問
題
に
よ
っ
て
お
互
い
に
信
頼
感

を
失
っ
て
い
た
人
々
が
和
解
し
、
第
三
三
回
総
会
以
来
、
分
裂
と
争
い
の
繰
り
返
し
で
あ
っ
た
総
会
が
今
回
の
総
会
で
解
消
さ

れ
、
終
わ
り
を
告
げ
た
」
と
評
価
し
て
い
る
の
で
あ
）
1

（
訳
注る
。
彼
は
一
九
五
八
年
に
天
に
召
さ
れ
た
が
、
林
教
授
は
「
神
の
僕
で
あ

り
、
イ
エ
ス
の
弟
子
と
し
て
キ
リ
ス
ト
の
体
で
あ
る
教
会
へ
の
奉
仕
に
生
涯
を
捧
げ
た
李
源
永
は
時
代
の
状
況
に
従
っ
て
『
学

者
』、『
独
立
運
動
家
』、『
牧
会
者
』、『
殉
教
を
免
れ
た
牧
師
』、
そ
し
て
『
教
育
者
』
と
し
て
働
き
、
地
上
か
ら
永
遠
の
都
に

ky5036李源永翻訳e偶.indd   315 11.7.25   2:27:12 PM



316

帰
っ

）
2

（
訳
注た

」
と
言
っ
て
い
る
。

彼
は
現
在
で
も
彼
の
弟
子
た
ち
の
心
の
奥
に
「
永
遠
の
師
」（
原
書
「
序
文
」
よ
り
）
と
し
て
記
憶
さ
れ
て
い
る
（
併
せ
て

『
聖
学
院
大
学
総
合
研
究
所N

E
W

SLE
T

T
E

R

』
一
九
巻
三
号
（
二
〇
〇
九
年
）
八
―
九
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
）。

原
書
は
、
林
教
授
が
「
李
源
永
牧
師
記
念
事
業
会
」
か
ら
の
依
頼
を
受
け
、
三
二
五
頁
の
大
著
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

日
本
帝
国
主
義
の
皇
国
臣
民
化
政
策

日
本
帝
国
主
義
は
「
満
州
事
変
」（
一
九
三
一
）
を
き
っ
か
け
と
し
て
本
格
的
に
中
国
大
陸
の
侵
略
を
始
め
た
。
ま
た
日
本
帝
国
主
義
は

「
上
海
事
変
」（
一
九
三
二
）
を
経
て
「
日
中
戦
争
」（
一
九
三
七
）
を
起
こ
し
、
つ
い
に
米
国
な
ど
を
相
手
に
「
太
平
洋
戦
争
」（
一
九
四
一
）

を
引
き
起
こ
し
た
。
戦
争
を
推
進
さ
せ
る
た
め
に
日
本
帝
国
主
義
は
国
家
全
体
を
戦
時
体
制
に
変
え
国
民
を
戦
争
に
追
い
込
ん
だ
。
こ
の
時

期
に
日
本
帝
国
主
義
は
朝
鮮
に
対
し
て
二
つ
の
政
策
を
同
時
に
推
進
し
た
。
一
つ
は
、
朝
鮮
を
大
陸
侵
略
の
た
め
の
兵
站
基
地
と
し
て
活
用

す
る
た
め
で
あ
り
、
ま
た
農
工
並
進
政
策
を
推
進
し
な
が
ら
日
本
―
朝
鮮
―
満
州
の
ブ
ロ
ッ
ク
経
済
を
開
発
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
）
1
（

。
も
う
一

つ
は
、
戦
争
に
対
す
る
朝
鮮
の
人
々
の
協
力
を
得
た
後
、
朝
鮮
を
日
本
に
完
全
に
同
化
さ
せ
る
た
め
に
「
皇
国
臣
民
化
（
以
下
、
皇
民
化
）」

政
策
を
推
進
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
同
化
政
策
は
「
内
鮮
一
体
」
を
掲
げ
て
推
進
し
、
朝
鮮
人
を
皇
国
臣
民
に
す
る
と
同
時
に
朝
鮮
人

の
民
族
精
神
を
抹
殺
し
、「
二
等
日
本
人
」
を
作
り
戦
争
に
活
用
す
る
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
。
こ
れ
と
同
時
に
日
本
帝
国
主
義
は
、
朝
鮮

人
に
天
皇
と
国
家
に
献
身
的
に
忠
誠
を
強
い
る
国
体
明
徴
と
献
身
報
国
と
い
う
精
神
を
植
え
付
け
、
ど
の
よ
う
な
試
練
に
も
忍
耐
し
目
的
を
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317 殉教を免れた李源永牧師の歩み

貫
徹
す
る
忍
苦
鍛
錬
な
ど
の
綱
領
を
定
め
、
完
全
な
皇
国
臣
民
と
し
よ
う
と
し
た
。
皇
民
化
政
策
は
「
朝
鮮
教
育
令
改
定
」（
教
育
）、「
神

社
参
拝
強
要
」（
全
体
主
義
国
家
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
）、
そ
し
て
「
創
氏
改
名
」（
日
本
帝
国
主
義
の
皇
民
化
）
な
ど
の
基
本
の
骨
組
み
で
構
成

さ
れ
て
い
る
。

1　
朝
鮮
教
育
令
改
定

日
本
帝
国
主
義
は
、
一
九
三
八
年
に
朝
鮮
教
育
令
改
正
を
推
進
し
総
督
府
の
直
接
指
導
の
下
、
朝
鮮
教
育
会
を
置
い
た
。
朝
鮮
教
育
会
は

学
校
が
天
皇
の
威
厳
に
満
ち
た
神
聖
な
領
域
で
あ
る
と
学
生
た
ち
に
教
え
、
彼
ら
が
天
皇
を
崇
拝
し
大
日
本
帝
国
と
東
洋
の
平
和
の
た
め
に

身
命
を
捧
げ
る
よ
う
強
要
し
た
。
学
校
の
名
前
も
変
え
た
。
例
え
ば
普
通
学
校
・
高
等
普
通
学
校
・
女
子
高
等
普
通
学
校
を
そ
れ
ぞ
れ
小
学

校
・
中
学
校
・
高
等
女
学
校
と
﹇
日
本
の
教
育
制
度
に
合
わ
せ
て
﹈
名
前
を
変
え
た
。
教
科
目
と
教
科
課
程
も
日
本
と
同
様
に
構
成
し
た
。

こ
の
時
に
改
正
さ
れ
た
内
容
を
見
る
と
、
全
て
の
学
年
で
修
身
・
日
本
語
・
朝
鮮
語
・
算
術
な
ど
の
科
目
を
教
え
、﹇
小
学
校
の
﹈
五
年
と

六
年
で
は
上
記
科
目
に
加
え
て
日
本
史
・
地
理
・
理
科
・
家
事
（
裁
縫
）
を
教
え
た
。
こ
の
中
で
修
身
・
日
本
史
・
地
理
は
天
皇
崇
拝
思
想

の
教
育
に
用
い
ら
れ
た
。
教
科
課
程
改
編
を
通
し
て
顕
著
に
変
わ
っ
た
の
は
、
小
学
校
で
日
本
語
の
授
業
が
増
え
、（
特
に
一
、
二
年
）
朝

鮮
語
の
授
業
時
間
が
減
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
朝
鮮
語
授
業
が
週
当
た
り
二
〜
四
時
間
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
日
本
語
授
業
は
週
当
た
り
九
〜

一
二
時
間
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
朝
鮮
語
が
必
修
科
目
か
ら
外
さ
れ
選
択
科
目
に
変
わ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
な
る
と
公
立
学
校
の
半
数
以
上
が

朝
鮮
語
を
教
え
な
く
な
っ
た
。

朝
鮮
教
育
令
改
正
は
、
日
本
帝
国
主
義
の
植
民
統
治
を
一
層
強
化
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
小
学
校
か
ら
皇
国
臣
民
教
育
に
力
を
入

れ
国
民
全
体
を
内
鮮
一
体
の
道
に
並
ば
せ
よ
う
と
す
る
画
策
で
あ
っ
た
。
改
定
さ
れ
た
朝
鮮
教
育
令
は
全
体
主
義
的
画
一
化
と
共
に
思
想
統

制
・
戦
争
協
力
・
皇
国
臣
民
意
識
強
化
が
強
調
さ
れ
た
。
ま
た
幼
児
時
代
か
ら
皇
国
臣
民
意
識
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
た
め
に
、
学
校
で
は
さ
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ま
ざ
ま
な
行
事
が
実
施
さ
れ
た
。
例
え
ば
国
体
明
徴
日
（
毎
月
一
日
、
一
五
日
）・
愛
国
日
（
毎
月
一
日
）・
富
国
貯
蓄
日
（
毎
月
六
日
）・

勤
労
報
国
大
奉
仕
日
（
毎
月
六
日
及
び
適
当
な
日
）・
全
校
体
育
日
（
毎
月
一
〇
日
）・
自
治
実
行
日
（
第
一
週
月
曜
日
）・
廃
物
回
収
献
金

日
（
月
一
回
）・
忍
苦
鍛
錬
日
（
毎
週
土
曜
日
）・
分
列
式
（
月
一
回
）・
少
年
剣
道
日
（
月
一
回
）・
神
社
参
拝
（
毎
日
）・
国
旗
掲
揚
（
一

日
、
一
五
日
、
祝
祭
日
）
な
ど
で
あ
っ
た
。

2　
神
社
参
拝
強
要

神
社
参
拝
強
要
は
、
日
本
が
皇
民
化
政
策
を
効
果
的
に
展
開
す
る
た
め
に
国
民
を
全
体
主
義
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
追
い
込
み
、
そ
こ
に
屈

服
さ
せ
る
た
め
の
手
段
で
あ
っ
た
。
神
道
は
日
本
で
発
生
し
た
宗
教
的
慣
習
で
、
古
代
日
本
人
の
神
に
対
す
る
信
仰
と
祭
司
儀
式
に
そ
の
起

源
を
見
出
す
）
2
（

。
日
本
で
は
天
皇
の
権
威
強
化
に
加
え
て
国
家
と
神
道
の
結
び
付
き
が
始
ま
っ
た
。
神
道
は
明
治
維
新
を
前
後
に
、
天
皇
を
現

人
神
と
考
え
、
天
皇
の
祖
神
と
祭
る
天
照
大
神
と
共
に
他
の
神
話
的
人
物
と
英
雄
た
ち
と
を
神
社
で
神
霊
と
し
て
崇
拝
す
る
宗
教
の
形
式
へ

と
変
容
し
た
。

三
・
一
運
動
を
弾
圧
し
た
時
期
の
一
九
一
九
年
七
月
に
日
本
帝
国
主
義
は
朝
鮮
神
社
を
建
て
た
。
こ
の
神
社
に
日
本
帝
国
主
義
は
天
照
大

神
明
治
大
皇
を
祭
祀
の
神
と
し
た
。
一
九
二
五
年
に
日
本
帝
国
主
義
は
こ
の
神
社
を
朝
鮮
神
宮
と
改
称
し
、
朝
鮮
人
に
参
拝
を
強
要
す
る

意
図
を
表
し
始
め
た
。
し
か
し
一
九
三
〇
年
ま
で
日
本
帝
国
主
義
は
神
社
参
拝
を
強
調
し
な
か
っ
た
が
、
満
州
事
変
を
起
こ
し
て
か
ら
皇
民

化
に
向
け
た
精
神
改
造
運
動
を
進
め
る
一
環
と
し
て
神
社
参
拝
を
強
要
す
る
政
策
に
変
え
た
。
こ
の
時
か
ら
日
本
帝
国
主
義
は
朝
鮮
の
全
国

地
方
に
神
社
を
建
て
始
め
た
。
一
九
三
六
年
八
月
に
日
本
帝
国
主
義
は
「
改
定
神
社
規
則
」（
総
督
府
令
第
七
六
号
）
を
公
布
し
、
一
つ
の

面
﹇
郡
の
傘
下
の
地
方
単
位
﹈
に
一
社
の
神
社
を
建
て
た
。
全
国
に
新
し
く
建
て
ら
れ
た
神
社
の
数
は
一
九
三
六
年
に
五
二
四
、
一
九
三
九

年
に
五
三
〇
、
一
九
四
三
年
に
八
五
四
で
あ
っ
た
。
日
本
帝
国
主
義
は
皇
民
化
政
策
を
強
化
す
る
た
め
に
扶
余
﹇
ブ
ヨ
、
忠
清
南
道
所
在
﹈
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神
宮
の
建
設
計
画
を
立
て
た
。
そ
の
他
、
日
本
帝
国
主
義
は
各
家
庭
に
お
い
て
も
神
棚
を
設
置
す
る
よ
う
強
要
し
、
天
照
大
神
の
お
守
り
を

買
っ
て
毎
朝
礼
拝
す
る
よ
う
に
命
じ
た
。
安
東
﹇
ア
ン
ド
ン 

慶
尚
北
道
安
東
郡
﹈
に
も
安
東
邑
新
世
洞
嶺
南
山
の
麓
（
現
在
の
円
仏
教
教

堂
の
と
こ
ろ
）
に
天
照
大
神
の
た
め
の
神
社
を
建
て
た
。

日
本
帝
国
主
義
の
神
社
参
拝
強
要
の
中
に
存
在
す
る
全
体
主
義
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
長
老
教
会
と
の
間
で
大
き
な
葛
藤
が
あ
っ
た
。
朝
鮮

イ
エ
ス
教
長
老
教
会
で
神
社
参
拝
問
題
が
公
式
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
は
一
九
一
五
年
で
あ
っ
た
。
そ
の
年
の
九
月
、
全
州
の
西
門
外
﹇
ソ

ム
ン
バ
ク
﹈
教
会
で
開
か
れ
た
第
四
回
総

）
3

（
訳
注会
に
お
い
て
学
生
た
ち
の
祭
式
参
与
問
題
を
扱
っ
た
。
総
会
は
、
祭
式
参
与
問
題
委
員
会
を
作

り
、
委
員
と
し
て
ア
ダ
ム
ス
（J. E

. A
dam

s

）、
テ
ル
ミ
ジ
（John V. N

. Telm
age

）、
李
如
漢
を
選
出
し
、
総
督
府
と
交
渉
す
る
よ
う
に

し
た
）
3
（

。
満
州
事
変
と
共
に
日
本
帝
国
主
義
が
基
督
教
学
校
に
対
し
て
神
社
参
拝
を
強
要
す
る
政
策
を
と
る
と
、
長
老
教
会
は
こ
の
問
題
を
頻

繁
に
議
論
し
た
。
一
九
三
二
年
九
月
第
二
一
回
総
会
は
こ
の
問
題
に
対
し
て
「
日
曜
学
校
の
学
生
が
神
社
及
び
諸
祭
式
に
参
列
す
る
こ
と

は
、（
…
…
）
で
き
な
い
」
と
決
議
し
、
対
策
委
員
会
を
通
し
て
総
督
府
と
交
渉
し
た
）
4
（

。
と
こ
ろ
が
第
二
二
回
総
会
（
一
九
三
三
年
）、
第

二
三
回
総
会
（
一
九
三
四
年
）、
第
二
四
回
総
会
（
一
九
三
五
年
）
は
こ
の
問
題
に
関
し
て
結
論
づ
け
る
こ
と
な
く
議
論
を
重
ね
る
の
み
で

あ
っ
た
）
5
（

。
そ
の
う
ち
、
平
壌
の
基
督
教
系
私
立
学
校
校
長
の
神
社
参
拝
拒
否
事
件
が
発
生
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
安
州
老

）
4

（
訳
注会

は
臨
時
に
会
議

を
開
き
神
社
参
拝
拒
否
を
決
議
し
た
）
6
（

。

3　
創
氏
改
名

日
本
帝
国
主
義
は
一
九
三
七
年
四
月
に
「
内
鮮
一
体
」
を
達
成
す
る
た
め
、
親
族
及
び
相
続
関
係
法
を
改
正
す
る
司
法
改
定
調
査
委
員
会

を
作
っ
た
。
こ
の
委
員
会
を
中
心
に
し
て
日
本
帝
国
主
義
は
朝
鮮
人
の
名
前
を
日
本
式
に
変
え
る
法
を
作
り
、
一
九
三
九
年
一
一
月
に
「
朝

鮮
民
事
令
」（
諸
令
第
一
九
号
）
を
改
定
し
た
。
こ
の
法
令
は
朝
鮮
固
有
の
姓
名
制
を
廃
止
し
、
日
本
式
氏
名
制
を
設
定
し
て
各
家
庭
の
戸
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主
が
「
氏
」
を
定
め
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
法
令
は
一
九
四
〇
年
二
月
に
施
行
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
同
年
八
月
一
〇
日
ま
で

に
、
各
家
庭
は
日
本
式
名
前
を
定
め
て
当
局
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

日
本
帝
国
主
義
の
皇
国
臣
民
化
政
策
を
拒
否

李
源
永
は
、
日
本
帝
国
主
義
の
皇
民
化
政
策
で
あ
る
朝
鮮
教
育
令
改
定
・
神
社
参
拝
強
要
・
創
氏
改
名
を
す
べ
て
拒
否
し
た
。
こ
の
う
ち

の
一
つ
だ
け
を
拒
否
し
て
も
と
て
も
難
し
い
状
況
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
彼
は
三
つ
す
べ
て
を
拒
否
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
彼
と
彼
の
家
族
に

冷
た
く
厳
し
い
風
が
吹
き
始
め
た
。
牧
会
し
て
い
た
﹇
慶
尚
北
道
安
東
郡
所
在
﹈
安
基
教
会
か
ら
追
い
出
さ
れ
、
老
会
か
ら
は
牧
師
職
を
免

職
さ
れ
、
牧
師
館
か
ら
追
い
出
さ
れ
た
彼
の
家
族
は
人
里
離
れ
た
――
現
在
の
安
東
放
送
局
付
近
――
山
の
中
で
暮
ら
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。

社
会
か
ら
完
全
に
断
絶
さ
れ
た
状
況
で
彼
ら
は
疎
外
と
経
済
的
苦
痛
に
よ
り
一
日
一
日
を
ま
る
で
千
年
の
よ
う
に
耐
え
て
生
活
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
李
源
永
は
こ
の
時
か
ら
光
復
﹇
一
九
四
五
年
八
月
一
五
日
﹈
ま
で
四
回
警
察
署
に
拘
束
さ
れ
、
そ
の
度
に
過
酷
な
拷
問

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
病
気
に
よ
る
保
釈
で
暫
く
監
獄
か
ら
出
た
期
間
も
監
獄
生
活
と
違
い
は
な
か
っ
た
。
彼
の
生
活
は
一
つ

一
つ
監
視
さ
れ
、
行
動
の
半
径
を
居
住
地
か
ら
五
里
（
二
キ
ロ
）
以
内
に
制
限
さ
れ
た
た
め
、
言
わ
ば
「
座
り
込
ん
だ
懲
役
」﹇
ず
っ
と
座

り
込
ん
で
の
監
獄
生
活
﹈
を
耐
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
朝
鮮
総
督
府
警
務
局
﹇
朝
鮮
で
、「
特
高
」
の
正
式
名
﹈
の
刑
事
た

ち
が
彼
の
家
の
入
り
口
で
監
視
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

ky5036李源永翻訳e偶.indd   320 11.7.25   2:27:15 PM



321 殉教を免れた李源永牧師の歩み

1　
預
言
者
的
説
教

長
老
教
会
の
総
会
﹇
日
本
の
「
大
会
」
と
同
様
﹈
が
日
本
帝
国
主
義
の
神
社
参
拝
の
強
要
に
直
面
し
て
難
関
に
逢
着
し
て
い
た
時
に
、
李

源
永
は
一
九
三
七
年
五
月
﹇
二
七
日
―
三
一
日
﹈
に
開
か
れ
た
第
三
一
回
慶
安
老

）
5

（
訳
注会

の
定
期
会
議
で
、
総
会
代
議
員
た
ち
に
懸
念
を
込
め
て

説
教
し
た
。
五
月
二
八
日
午
前
の
祈
祷
会
時
間
に
、
彼
は
旧
約
聖
書
ヨ
ナ
書
一
章
一
〜
五
節
を
朗
読
し
「
ヨ
ナ
か
ら
の
警
告
」
と
い
う
題
で

説
教
し
た
。
翌
日
午
後
二
時
の
集
い
で
ヨ
ナ
書
二
章
全
部
を
朗
読
し
、「
ヨ
ナ
の
教
え
」
と
い
う
題
で
説
教
し
た
。
そ
の
翌
日
（
三
〇
日
）

午
後
二
時
の
集
い
に
も
ヨ
ナ
書
四
章
全
体
を
朗
読
し
、「
神
の
譴
責
」
と
い
う
題
で
説
教
し
た
）
7
（

。

こ
の
よ
う
に
李
源
永
は
三
日
間
連
続
し
て
毎
日
一
回
講
壇
で
旧
約
聖
書
ヨ
ナ
書
を
一
章
ず
つ
朗
読
し
説
教
し
た
が
、
こ
れ
は
慶
安
老
会
と

長
老
教
会
総
会
が
預
言
者
ヨ
ナ
の
よ
う
に
な
る
と
い
う
心
配
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
神
の
命
令
を
よ
く
知
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
そ
の
旨
に
従
わ
ず
に
「
不
従
順
」
で
あ
っ
た
ヨ
ナ
、
自
分
の
罪
に
よ
っ
て
船
が
砕
け
ん
ば
か
り
と
な
っ
て
も
、「
船
底
に
降
り
て
横

に
な
り
ぐ
っ
す
り
と
寝
込
ん
で
い
た
」
ヨ
ナ
に
関
し
て
、
彼
は
説
教
し
た
）
8
（

の
で
あ
る
。
こ
の
説
教
を
通
し
て
彼
が
証
言
し
た
か
っ
た
こ
と

は
、
第
一
に
神
社
参
拝
強
要
に
直
面
し
て
い
る
朝
鮮
教
会
は
神
の
御
心
が
ど
こ
に
あ
る
か
よ
く
見
極
め
る
こ
と
、
第
二
に
神
の
御
心
に
お
い

て
迫
っ
て
く
る
困
難
と
苦
難
を
如
何
な
る
場
合
に
お
い
て
も
避
け
て
逃
げ
な
い
こ
と
、
第
三
に
教
会
が
神
の
御
顔
か
ら
逃
れ
よ
う
と
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
こ
の
民
族
全
体
が
大
風
に
遭
う
か
と
心
配
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
で
あ
る
。
決
し
て
神
社
参
拝
強
要
に
屈
服
し
て
は
な
ら
な

い
と
い
う
警
告
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
李
源
永
が
神
社
参
拝
の
拒
否
を
し
た
こ
と
は
、
日
本
人
に
対
す
る
憎
悪
と
は
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
安
基
教
会
の
日

誌
に
よ
れ
ば
、
そ
の
年
の
秋
（
一
九
三
七
年
九
月
五
日
）
に
国
家
の
た
め
の
特
別
祈
祷
会
を
開
催
し
た
こ
と
と
、
個
人
的
な
対
話
の
時
に

も
、
人
と
の
対
話
に
お
い
て
も
彼
が
日
本
人
に
対
し
て
軽
蔑
語
を
使
わ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
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2　
一
九
三
八
年
、
改
定
さ
れ
た
朝
鮮
教
育
令
を
拒
否

日
本
帝
国
主
義
の
皇
民
化
政
策
に
対
す
る
李
源
永
の
拒
否
と
抵
抗
は
家
庭
か
ら
始
ま
っ
た
。
一
九
三
八
年
三
月
に
日
本
帝
国
主
義
が
朝
鮮

教
育
令
を
改
編
し
て
以
降
、
学
校
教
育
の
内
容
が
大
き
く
変
わ
っ
た
。
そ
こ
で
李
源
永
は
子
ど
も
た
ち
を
学
校
に
通
わ
せ
な
か
っ
た
。
普
通

学
校
四
年
生
で
あ
っ
た
貞
信
﹇
ジ
ョ
ン
シ
ン
﹈
と
二
年
生
で
あ
っ
た
貞
吉
﹇
ジ
ョ
ン
ギ
ル
﹈
に
は
登
校
を
中
断
さ
せ
た
）
9
（

。
普
通
学
校
に
入
学

す
る
貞
順
（
ジ
ョ
ン
ス
ン
）
と
貞
玉
（
ジ
ョ
ン
オ
ク
）
は
入
学
式
さ
え
参
列
し
な
か
っ
た
。
李
源
永
は
授
業
の
代
わ
り
に
学
校
の
教
科
課
程

に
沿
っ
て
家
で
教
育
を
さ
せ
た
。
彼
が
教
え
た
科
目
は
聖
書
（
暗
唱
）・
国
文
・
漢
文
・
算
数
・
修
身
・
習
字
な
ど
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
彼

は
日
本
語
の
教
科
書
を
購
入
し
て
子
ど
も
た
ち
に
日
本
語
を
教
え
た
。
日
本
を
知
ら
な
け
れ
ば
植
民
地
の
状
況
を
克
服
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
判
断
し
た
か
ら
で
あ
る
。

同
年
六
月
の
初
旬
、
李
源
永
は
、
全
く
予
想
し
な
か
っ
た
状
況
が
生
ま
れ
、
急
に
安
基
教
会
の
牧
会
を
や
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ

た
。「
牧
会
中
止
」
の
圧
力
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
六
月
八
日
水
曜
日
夜
の
祈
祷
会
で
彼
は
最
後
の
説
教
を
し
た
。

講
壇
に
立
っ
た
彼
は
新
約
ヘ
ブ
ル
書
四
章
一
四
〜
一
六
節
を
本
文
と
し
て
「
信
仰
を
か
た
く
守
ろ
う
で
は
な
い
か
」
と
い
う
題
で
説
教
し

た
。
日
本
帝
国
主
義
の
皇
民
化
政
策
が
今
や
民
族
精
神
を
抹
殺
し
信
仰
の
精
神
を
壊
そ
う
と
し
て
い
る
こ
の
時
代
に
生
き
る
信
徒
た
ち
は
信

仰
の
道
か
ら
逸
れ
な
い
で
信
仰
の
真
理
を
か
た
く
守
る
べ
き
だ
と
説
教
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
説
教
後
、
彼
は
信
徒
た
ち
に
別
れ
の
挨
拶

さ
え
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
教
会
を
離
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

強
制
的
に
牧
会
の
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
李
源
永
は
、
少
な
く
と
も
一
年
前
か
ら
自
分
に
こ
の
よ
う
な
事
態
が
来
る
と
予
想
し
て
い
た

と
思
わ
れ
る
。
一
年
前
に
老
会
の
席
上
で
預
言
者
ヨ
ナ
に
つ
い
て
説
教
し
、
彼
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
い
つ
か
来
る
と
予
想
し
た
。
し
か

も
日
本
帝
国
主
義
の
当
局
が
い
き
な
り
圧
力
を
加
え
牧
会
を
中
止
さ
せ
た
背
景
に
は
ど
の
よ
う
な
理
由
が
あ
っ
た
の
か
わ
か
ら
な
い
点
が
あ
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る
。
安
基
教
会
の
日
誌
を
見
る
と
）
10
（

、﹇
著
者
は
当
時
の
緊
迫
し
た
状
況
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
。（
訳
注
6
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。﹈
そ
こ
に

は
同
年
六
月
三
日
か
ら
八
日
ま
で
劉
載
奇
（
ユ
ジ
ェ
ギ
）
牧
師
に
よ
る
「
役
員
会
修
養
会
」
を
開
催
す
る
と
い
う
知
ら
せ
が
記
さ
れ
て
い

る
。
劉
載
奇
は
安
基
教
会
で
の
修
養
会
の
最
後
の
日
で
あ
る
六
月
八
日
に
「
農
友
会
事
件
」
で
当
局
に
逮
捕
さ
れ
拘
束
さ
れ
た
と
推
定
で
き

る
。
李
源
永
も
こ
の
日
の
説
教
を
最
後
に
し
て
安
基
教
会
を
離
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
六
月
八
日
に
一
人
は
警
察
に
逮

捕
さ
れ
、
も
う
一
人
は
最
後
に
説
教
壇
に
立
っ
た
と
い
う
こ
と
に
注
目
す
れ
ば
、
李
源
永
の
牧
会
中
止
は
彼
が
農
友
会
事
件
に
係
わ
っ
て
い

た
と
当
局
が
疑
っ
て
い
た
と
推
察
で
き
る
。
農
友
会
と
は
、
劉
載
奇
が
﹇
慶
尚
北
道
義
成
郡
所
在
の
﹈
義
成
教
会
に
お
い
て
作
っ
た
農
村
研

究
の
集
い
で
あ
り
、
農
村
協
同
組
合
を
形
成
す
る
運
動
団
体
で
あ
っ
た
。
し
か
し
当
局
は
こ
の
団
体
が
基
督
教
社
会
主
義
を
広
げ
朝
鮮
独
立

を
達
成
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
見
な
し
て
、
劉
載
奇
に
「
朝
鮮
基
督
教
徒
の
独
立
陰
謀
」
の
容
疑
を
負
わ
せ
、
治
安
維
持
法
違
反
で
逮
捕
し

た
）
11
（

﹇
こ
れ
が
農
友
会
事
件
で
あ
る
﹈。
し
か
し
李
源
永
の
場
合
は
劉
載
奇
の
よ
う
に
治
安
維
持
法
違
反
で
逮
捕
す
る
ほ
ど
の
手
が
か
り
は
な

か
っ
た
が
、
少
な
く
と
も
独
立
陰
謀
の
た
め
に
集
ま
る
場
所
（
役
員
会
修
養
会
）
を
提
供
し
た
者
だ
と
い
う
理
由
で
、
牧
会
を
中
止
さ
せ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

農
友
会
事
件
は
日
本
帝
国
主
義
が
「
捏
造
し
た
陰
謀
事
件
」
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
）
12
（

。
農
友
会
事
件
と
の
関
連
で
劉
載
奇
以
外
に
朱

基
徹
﹇
ジ
ュ
ギ
チ
ョ
ル
﹈、
李
裕
澤
﹇
イ
ユ
テ
ッ
ク
﹈、
宋
泳
吉
﹇
ソ
ン
ヨ
ン
ギ
ル
﹈、
朴
鶴
田
﹇
バ
ク
ハ
ク
ジ
ョ
ン
﹈
が
逮
捕
さ
れ
、
こ
の

事
件
の
す
ぐ
前
に
鄭
一
永
、
権
重
河
が
義
成
警
察
署
に
拘
束
さ
れ
た
。
権
重
河
は
こ
の
時
の
拷
問
に
よ
っ
て
死
亡
し
た
。
前
章
﹇
第
四
章
﹈

で
述
べ
た
よ
う
に
、
日
本
帝
国
主
義
は
長
老
教
会
の
農
村
運
動
が
独
立
運
動
に
発
展
し
て
い
く
と
見
て
い
た
。
劉
載
奇
は
長
老
教
総
会
農
村

部
幹
事
で
農
村
運
動
の
核
心
人
物
で
あ
っ
た
。
朴
鶴
田
は
劉
載
奇
と
農
村
研
究
会
を
組
織
し
た
人
物
で
あ
る
。
李
源
永
も
慶
安
老
会
の
中
の

農
村
運
動
の
指
導
者
と
し
て
監
視
の
対
象
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
日
本
帝
国
主
義
は
抗
日
前
歴
の
な
い
教
会
指
導
者
た
ち
を
監
視
し
て
、

こ
れ
か
ら
本
格
化
さ
れ
る
皇
民
化
政
策
に
抵
抗
す
る
人
物
ら
を
振
り
分
け
て
、
あ
ら
か
じ
め
影
響
の
拡
が
り
を
遮
断
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

李
源
永
と
そ
の
家
族
は
牧
師
館
を
離
れ
て
市
内
か
ら
一
〇
里
（
四
キ
ロ
）
程
度
の
距
離
で
、
家
屋
が
殆
ど
な
い
山
間
に
移
住
し
た
。
彼
は
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山
間
の
奥
に
あ
る
静
か
な
場
所
を
「
五
福
士
村
」
と
名
付
け
た
。
昼
は
通
り
過
ぎ
る
人
も
な
く
、
夜
は
野
の
獣
が
出
て
き
て
農
作
物
を
荒
ら

す
よ
う
な
場
所
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
彼
は
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
作
っ
た
土
の
ブ
ロ
ッ
ク
で
部
屋
が
二
つ
あ
る
草
葺
き
の
家
を
建
て
た
。
彼

と
家
族
は
経
済
的
に
貧
し
く
苦
し
い
生
活
を
し
た
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
彼
の
家
族
は
警
察
か
ら
「
監
視
の
下
に
あ
る
家
」
と
呼
ば
れ
、

子
ど
も
た
ち
は
友
人
を
作
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
苦
痛
は
経
済
的
貧
し
さ
と
同
様
に
彼
に
と
っ
て
耐
え
難
い
こ
と
で
あ
っ

た
。一

九
三
八
年
二
月
、
日
本
帝
国
主
義
は
キ
リ
ス
ト
教
に
対
す
る
指
導
方
針
を
立
て
た
。
そ
の
一
つ
が
教
会
に
対
し
て
露
骨
に
神
社
参
拝
を

強
要
し
始
め
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
日
本
帝
国
主
義
の
圧
力
の
下
、
一
九
三
八
年
二
月
に
長
老
教
会
の
平
北
老
会
﹇
朝
鮮
半
島
北
西

地
域
で
あ
る
平
安
北
道
の
老
会
﹈
が
神
社
参
拝
を
可
決
し
、
同
年
九
月
ま
で
に
全
国
二
三
の
老
会
﹇
以
下
の
「
老
会
」
は
日
本
の
「
中
会
」

と
同
様
﹈
の
う
ち
一
七
の
老
会
が
神
社
参
拝
を
決
議
し
た
。
同
月
に
開
か
れ
た
第
二
七
回
長
老
教
会
総
会
は
神
社
参
拝
容
認
を
可
決
し
「
神

社
は
宗
教
で
は
な
く
国
家
儀
式
」
と
認
め
、
こ
れ
か
ら
は
「
皇
国
臣
民
」
と
し
て
そ
の
本
分
を
尽
く
す
た
め
に
「
国
民
精
神
動
員
」
に
参
与

す
る
と
い
う
こ
と
で
一
致
し
た
。
長
老
教
会
は
日
本
帝
国
主
義
の
強
圧
に
よ
っ
て
仕
方
な
く
決
議
し
た
が
、
日
本
帝
国
主
義
の
皇
民
化
政
策

に
積
極
的
に
協
力
す
る
と
約
束
し
た
。
長
老
教
会
は
こ
の
時
か
ら
日
本
帝
国
主
義
の
皇
民
化
政
策
は
勿
論
の
こ
と
、
日
本
の
戦
争
遂
行
に
協

力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
）
13
（

。
慶
安
老
会
は
こ
の
よ
う
な
総
会
の
決
議
を
第
三
三
回
定
期
老
会
（
一
九
三
八
年
一
二
月
）
に
お
い
て
受

け
取
っ
た
と
見
ら
れ
る
）
14
（

。
慶
安
老
会
は
そ
れ
と
共
に
老
会
の
名
前
を
朝
鮮
イ
エ
ス
教
長
老
会
か
ら
「
基
督
教
朝
鮮
長
老
会
」
に
変
え
る
と
決

議
し
た
）
15
（

。

こ
の
時
老
会
は
李
源
永
に
対
し
て
最
も
深
刻
な
決
議
を
し
た
。
慶
安
老
会
は
「
当
局
の
命
令
」
と
い
う
理
由
で
、
彼
を
牧
師
職
か
ら
「
辞

職
」
さ
せ
る
と
決
議
し
た
）
16
（

。
既
に
教
会
を
離
れ
て
五
福
士
村
に
入
っ
て
教
会
と
交
流
せ
ず
生
活
し
て
い
た
彼
に
、
日
本
帝
国
主
義
は
老
会
の

手
を
借
り
て
、
李
と
信
徒
と
の
つ
な
が
り
を
切
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
信
徒
た
ち
に
最
後
の
挨
拶
さ
え
で
き
ず
追
い
出
さ
れ
た
李
が
牧

師
職
も
強
制
的
に
奪
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
牧
師
の
免
職
は
彼
に
と
っ
て
死
刑
の
判
決
よ
り
酷
い
も
の
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
彼
は
西
大
門
刑
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務
所
で
服
役
し
て
い
た
間
に
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
を
通
し
て
国
家
と
民
族
の
新
し
い
希
望
を
見
つ
け
、
そ
の
希
望
に
よ
り
牧
会
者
と
な
っ
た
か

ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
帝
国
主
義
は
彼
を
教
会
か
ら
追
い
出
し
た
こ
と
に
満
足
せ
ず
、
牧
師
職
ま
で
剥
奪
し
た
の
で
あ
る
。
彼
は
最
後

の
希
望
さ
え
奪
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

3　
一
九
三
九
年
、
第
一
次
予
備
検
束

一
九
三
九
年
五
月
に
李
源
永
は
「
予
備
検
束
の
形
態
」
で
安
東
警
察
署
に
三
ヶ
月
間
拘
禁
さ
れ
た
。
す
で
に
あ
ら
ゆ
る
希
望
を
失
い
屍
の

よ
う
に
な
っ
た
李
を
日
本
帝
国
主
義
は
、
さ
ら
に
拘
束
し
た
の
で
あ
る
。
李
は
警
察
署
の
中
で
言
葉
に
で
き
な
い
ほ
ど
の
拷
問
を
受
け
、
半

死
半
生
と
な
っ
て
釈
放
さ
れ
た
。
第
一
次
拘
禁
の
時
に
殉
教
を
覚
悟
し
た
李
源
永
は
食
事
を
隣
人
に
分
け
た
り
し
て
い
た
。
体
が
衰
弱
す
る

と
警
察
は
家
族
に
飲
食
物
を
入
れ
さ
せ
る
よ
う
に
し
た
が
、
彼
は
外
か
ら
の
飲
食
物
は
口
に
し
な
か
っ
た
。
既
に
五
三
歳
の
初
老
に
入
っ
た

李
の
体
は
極
度
に
衰
弱
し
た
。
さ
ら
に
拷
問
（
特
に
殴
打
）
に
耐
え
き
れ
ず
肋
膜
炎
に
罹
っ
た
が
、
重
病
を
患
っ
て
い
る
彼
に
拷
問
と
殴
打

は
絶
え
間
な
か
っ
た
。
彼
の
体
は
全
身
か
ら
力
が
抜
け
る
状
態
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

警
察
は
彼
が
死
ん
だ
と
思
っ
て
留
置
場
の
廊
下
に
引
っ
張
り
出
し
て
、
そ
の
上
に
麻
袋
を
被
せ
て
置
い
た
。
そ
し
て
家
族
に
遺
体
を
収
容

す
る
よ
う
通
知
し
た
。
家
族
た
ち
は
驚
き
慌
て
て
警
察
署
に
行
き
、
遺
体
を
﹇
安
東
市
に
あ
る
﹈
聖
召
病
院
に
収
容
し
た
が
、
幸
い
に
李

源
永
の
命
は
ま
だ
あ
っ
た
。
彼
の
病
床
を
家
族
と
宣
教
師
た
ち
が
見
守
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
は
父
が
も
し
や
世
を
去
る
の
で
は
な
い
か
と
泣

き
続
け
、
宣
教
師
た
ち
は
臨
終
の
準
備
を
し
て
い
た
。
そ
の
時
、
李
源
永
は
静
か
な
声
で
讃
美
歌
「
わ
が
た
ま
し
い
の　

し
た
い
ま
つ
る

（
…
…
）」﹇
讃
美
歌
五
一
二
﹈
を
歌
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
た
。
皆
、
涙
を
も
っ
て
讃
美
歌
を
歌
っ
た
。
李
源
永
は
子
ど
も
た
ち
を
近
く
呼
び

彼
ら
に
聞
い
た
。「
あ
な
た
た
ち
は
私
が
留
置
場
か
ら
釈
放
さ
れ
る
よ
う
に
祈
っ
た
か
、
ま
た
は
、
そ
こ
で
死
ぬ
こ
と
を
祈
っ
た
か
」。
子
女

た
ち
は
答
え
た
。「
私
た
ち
は
父
が
留
置
場
か
ら
釈
放
さ
れ
る
よ
う
祈
り
ま
し
た
」。
そ
う
す
る
と
、
李
源
永
が
「
そ
れ
は
神
の
御
心
で
は
な
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い
か
ら
悔
い
改
め
な
さ
い
」、
と
言
っ
た
。

﹇
安
東
地
方
の
キ
リ
ス
ト
教
病
院
で
あ
る
﹈
聖
召
病
院
で
約
二
〇
日
間
入
院
治
療
を
受
け
る
間
に
李
源
永
の
健
康
は
少
し
ず
つ
回
復
し
た
。

し
か
し
健
康
が
回
復
す
る
に
つ
れ
彼
は
心
を
痛
め
た
。
な
ぜ
な
ら
、
留
置
場
の
中
で
殉
教
せ
ず
、
生
き
て
そ
こ
か
ら
出
た
か
ら
で
あ
る
。
さ

ら
に
囲
り
の
人
々
は
李
源
永
の
苦
痛
と
苦
難
を
そ
の
ま
ま
見
る
こ
と
が
で
き
ず
、
む
し
ろ
神
社
参
拝
を
し
て
自
由
の
身
に
な
る
よ
う
勧
め

た
。
こ
れ
に
対
し
て
李
源
永
は
「
退
け
、
サ
タ
ン
」
と
叫
ん
だ
。

李
源
永
は
そ
の
年
の
七
月
ご
ろ
に
釈
放
さ
れ
た
。
多
く
の
人
々
は
八
月
三
一
日
に
は
既
に
釈
放
さ
れ
て
い
た
と
知
っ
て
い
る
。
彼
が
八
月

六
日
（
日
曜
日
）
に
安
基
教
会
を
訪
問
し
た
こ
と
、
ま
た
そ
れ
よ
り
彼
の
健
康
が
回
復
さ
れ
る
ま
で
病
院
に
入
院
し
た
期
間
を
計
算
し
て
み

る
と
、
遅
く
と
も
七
月
中
旬
以
前
に
釈
放
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
重
要
な
こ
と
は
彼
が
警
察
署
か
ら
釈
放
さ
れ
て
安
基
教
会
を
訪
問
で

き
る
よ
う
な
許
可
を
得
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
五
福
士
村
に
追
い
出
さ
れ
て
一
年
以
上
、
顔
も
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
信
徒
た
ち
に

会
え
る
李
の
喜
び
は
、
警
察
署
で
受
け
た
過
酷
な
拷
問
の
後
遺
症
を
少
し
和
ら
げ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
日
の
礼
拝
が
終
わ
っ
た
後
、
礼
拝
堂

の
後
ろ
で
静
か
に
座
っ
て
い
た
李
源
永
は
、
教
会
の
人
々
に
五
分
間
話
す
時
間
を
要
請
し
た
。
そ
し
て
そ
の
時
に
信
徒
た
ち
と
別
れ
の
挨
拶

を
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
）
17
（

。

留
置
場
か
ら
解
放
さ
れ
た
李
源
永
は
生
計
を
立
て
る
た
め
に
、
妻
の
実
家
が
用
意
し
て
く
れ
た
五
〇
〇
坪
規
模
の
桃
の
畑
を
耕
し
た
）
18
（

。
彼

は
五
福
士
村
を
越
え
て
外
に
行
く
こ
と
が
当
局
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
そ
こ
で
生
産
し
た
桃
を
業
者
に
売
る
し
か
な
か
っ

た
）
19
（

。
李
源
永
は
桃
を
売
っ
た
金
額
の
十
分
の
一
の
献
金
を
必
ず
と
り
置
き
、
夜
中
に
尋
ね
て
く
る
神
学
生
た
ち
に
あ
ず
け
た
。
ま
た
桃
の
木

の
間
に
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
や
ネ
ギ
を
植
え
、
一
部
は
食
料
と
し
て
使
い
、
ま
た
一
部
は
売
っ
た
。

隣
人
と
断
絶
し
常
に
監
視
を
受
け
つ
つ
生
活
し
て
い
た
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
も
密
か
に
彼
の
家
を
訪
問
す
る
人
々
が
い
た
。

彼
ら
（
金
ソ
ン
ジ
・
李
ク
ァ
ン
ホ
ら
）
は
夜
中
に
尋
ね
て
き
て
李
源
永
と
一
緒
に
未
明
ま
で
教
会
と
国
家
の
た
め
に
涙
を
も
っ
て
祈
り
を
捧

げ
た
。
安
基
教
会
の
信
徒
た
ち
の
中
に
も
監
視
の
目
を
避
け
て
卵
や
生
鮮
食
品
な
ど
を
持
っ
て
訪
問
す
る
人
々
が
お
り
、
宣
教
師
た
ち
も
夜

ky5036李源永翻訳e偶.indd   326 11.7.25   2:27:20 PM



327 殉教を免れた李源永牧師の歩み

中
に
山
を
越
え
て
訪
問
し
た
。

病
気
に
よ
る
保
釈
で
監
獄
を
出
た
李
源
永
は
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
力
を
入
れ
た
。
前
述
の
よ
う
に
彼
は
子
ど
も
た
ち
に
午
前
中
は
朝

鮮
語
・
日
本
語
・
算
数
・
漢
文
・
習
字
・
信
仰
（
十
戒
、
使
徒
信
条
）
な
ど
を
教
え
、
聖
句
暗
唱
（
特
に
ヨ
ハ
ネ
三
の
一
六
、
ガ
ラ
テ
ヤ
五

の
二
二
―
二
三
、
Ⅰ
コ
リ
ン
ト
一
三
の
一
三
）
を
さ
せ
た
。
彼
は
子
ど
も
た
ち
に
日
曜
学
校
の
テ
キ
ス
ト
に
出
て
く
る
五
二
週
間
の
聖
書
の

箇
所
を
暗
記
さ
せ
、
そ
れ
を
暗
唱
で
き
る
か
ど
う
か
テ
ス
ト
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
合
格
す
れ
ば
賞
と
し
て
桃
を
も
ら
っ
た
が
、
不
合
格
な

ら
ば
桃
畑
の
雑
草
除
去
作
業
を
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
学
科
の
勉
強
が
終
わ
る
と
、
彼
は
子
ど
も
た
ち
に
野
菜
や
山
菜
を
採
集
さ
せ
た
。

そ
し
て
夜
に
な
る
と
、
昼
間
に
ど
れ
ぐ
ら
い
学
習
し
た
か
テ
ス
ト
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
同
士
に
競
争
さ
せ
、
習
っ
た
こ
と
は
暗
記
さ
せ

た
。
そ
の
後
、
一
日
の
生
活
に
つ
い
て
お
互
い
に
対
話
す
る
時
間
を
設
け
た
。

何
人
か
の
安
基
教
会
の
信
徒
た
ち
が
牧
師
の
後
を
追
う
よ
う
に
苦
難
を
受
け
た
。
李
源
永
が
別
れ
の
挨
拶
を
告
げ
た
後
一
週
間
が
過
ぎ
て

（
八
月
一
三
日
）、
弟
の
源
世
（
ウ
ォ
ン
セ
）
と
甥
の
東
昌
（
ド
ン
チ
ャ
ン
）
が
今
ま
で
の
教
会
の
職
（
班
長
、
日
曜
学
校
の
教
師
）
を
自
ら

辞
め
た
）
20
（

。
源
世
と
彼
の
弟
源
植
（
ウ
ォ
ン
シ
ク
）
は
慶
州
の
南
陽
面
所
在
の
ヨ
ン
ミ
ョ
ン
学
校
の
教
師
で
あ
っ
た
が
、
日
本
帝
国
主
義
の
皇

民
化
教
育
に
反
対
し
た
理
由
で
強
制
的
に
退
職
を
さ
せ
ら
れ
た
）
21
（

。
そ
し
て
こ
の
教
会
の
執
事
李
寿
永
・
寿
元
兄
弟
も
牧
師
の
後
を
追
っ
た
）
22
（

。

李
寿
永
は
神
社
参
拝
を
拒
否
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
拷
問
を
受
け
、
そ
の
後
遺
症
で
精
神
錯
乱
を
起
こ
し
た
。
寿
元
も
同
じ
理
由
で
拷
問
を
受

け
、
そ
の
後
遺
症
に
よ
っ
て
障
害
者
と
な
っ
た
）
23
（

。
李
源
永
と
同
じ
志
を
持
っ
た
同
僚
牧
師
も
数
人
い
た
。
そ
の
年
九
月
に
朴
忠
洛
（
当
時
、

栄
州
第
一
教
会
の
長
老
）、
一
〇
月
二
一
日
に
は
金
鎭
浩
（
栄
州
第
一
教
会
の
牧
師
）
が
警
察
署
に
拘
束
さ
れ
収
監
さ
れ
た
）
24
（

。
ま
た
田
桂
元
・

権
秀
盈
・
イ
ム
ヒ
ス
な
ど
大
勢
の
牧
師
た
ち
が
李
源
永
と
共
に
苦
難
の
道
を
歩
ん
だ
。

し
か
し
一
九
三
九
年
に
開
か
れ
た
朝
鮮
イ
エ
ス
教
長
老
会
総
会
は
「
国
民
精
神
総
動
員
朝
鮮
イ
エ
ス
教
長
老
会
連
盟
」
を
結
成
し
、
日
本
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帝
国
主
義
の
国
家
政
策
の
遂
行
に
協
力
す
る
こ
と
を
決
議
し
た
。
ま
た
総
会
は
各
老
会
毎
に
支
部
を
結
成
し
て
そ
の
政
策
に
協
力
す
る
よ
う

指
示
し
た
。
総
会
の
決
議
に
し
た
が
っ
て
安
東
の
慶
安
老
会
も
一
九
三
九
年
一
二
月
に
開
か
れ
た
第
三
四
回
老
会
で
「
国
民
精
神
総
動
員
朝

鮮
イ
エ
ス
教
長
老
会
慶
安
老
会
連
盟
」
を
結
成
し
た
）
25
（

。
こ
の
結
成
式
の
次
第
は
、
宮
城
遙
拝
・
皇
国
臣
民
誓
詞
斉
唱
・
讃
美
・
祈
り
・
聖
書

朗
読
・
祝
辞
・
天
皇
陛
下
万
歳
三
唱
・
国
防
献
金
・
祝
祷
な
ど
で
あ
っ
た
。
第
三
四
回
の
会
期
中
に
老
会
に
お
い
て
、
李
源
永
と
そ
の
家
族

が
居
住
し
て
い
た
牧
師
館
（
土
地
一
八
〇
坪
）
を
慶
安
老
会
維
持
財
団
に
寄
付
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
）
26
（

。

4　
一
九
四
〇
年
、
創
氏
改
名
拒
否
と
第
二
次
予
備
検
束

日
本
帝
国
主
義
は
一
九
四
〇
年
二
月
に
「
創
氏
改
名
」
を
施
行
し
た
。
こ
の
命
令
を
喜
ん
だ
人
は
一
人
も
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し

か
も
こ
の
命
令
を
拒
否
で
き
る
程
の
勇
気
を
持
っ
た
人
は
殆
ど
い
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
法
令
が
提
示
し
た
期
限
（
一
九
四
〇
年

八
月 

一
〇
日
）
ま
で
に
、
約
八
〇
％
（
約
三
二
二
万
戸
）
の
朝
鮮
の
家
庭
が
日
本
式
の
名
前
に
変
え
て
当
局
に
届
け
を
提
出
し
た
の
で
あ

る
。
教
会
も
同
様
で
あ
っ
た
。
一
九
四
〇
年
一
二
月
に
集
ま
っ
た
第
三
五
回
慶
安
老
会
の
会
議
参
席
者
た
ち
は
、
創
氏
改
名
し
た
名
前
で
呼

ば
れ
た
。

李
源
永
は
創
氏
改
名
も
拒
否
し
た
。
し
か
も
神
社
参
拝
を
拒
否
し
た
キ
リ
ス
ト
者
の
う
ち
、
創
氏
改
名
に
従
っ
た
人
物
は
少
な
く
な
か
っ

た
。
韓
相
東
﹇
ハ
ン
サ
ン
ド
ン
﹈、
朱
南
高
﹇
ジ
ュ
ナ
ン
ゴ
﹈、
安
利
淑
﹇
ア
ン
イ
ス
ク
﹈
な
ど
が
そ
う
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
神
社
参
拝
は
徹

底
的
に
拒
否
し
た
が
、
創
氏
改
名
に
は
従
っ
て
各
々
の
名
前
を
西
原
相
東
、
新
武
南
高
、
安
川
利
淑
に
変
え
た
。
意
外
な
こ
と
に
は
神
社
参

拝
の
拒
否
に
よ
っ
て
過
酷
な
拷
問
を
受
け
た
朱
基
徹
﹇
ジ
ュ
ギ
チ
ョ
ル
﹈
も
、
名
前
を
新
川
基
徹
に
変
え
た
の
で
あ
る
）
27
（

。
恐
ら
く
彼
ら
は
神

社
参
拝
を
第
一
戒
を
犯
す
罪
悪
と
見
な
し
た
反
面
、
創
氏
改
名
は
信
仰
の
次
元
で
は
な
く
個
人
の
良
心
の
問
題
と
見
な
し
た
か
ら
だ
と
思
わ

れ
る
）
28
（

。
こ
の
よ
う
な
解
釈
が
神
社
参
拝
だ
け
を
拒
否
し
﹇
創
氏
改
名
に
は
従
っ
た
﹈
キ
リ
ス
ト
者
た
ち
に
対
す
る
否
定
的
評
価
に
つ
な
が
ら
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な
い
よ
う
に
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
彼
ら
﹇
創
氏
改
名
を
し
た
人
々
﹈
は
民
族
意
識
が
希
薄
で
民
族
独
立
に
対
す
る
意
志
が

欠
け
て
い
て
、
専
ら
信
仰
の
良
心
の
み
守
ろ
う
と
し
た
、
と
い
う
解
釈
で
あ
る
）
29
（

。
し
か
し
李
源
永
と
彼
ら
と
の
間
に
は
そ
の
信
念
の
体
系
に

お
い
て
大
き
な
差
が
あ
る
。
彼
ら
は
教
会
の
社
会
参
与
や
政
治
介
入
に
対
し
て
は
消
極
的
で
、
良
心
に
反
し
か
つ
聖
書
の
教
え
（
第
一
戒
）

に
反
す
る
神
社
参
拝
の
み
を
拒
否
し
た
の
で
あ
る
）
30
（

。
李
源
永
は
、
信
仰
の
良
心
と
聖
書
の
真
理
を
守
る
と
い
う
信
念
の
体
系
に
は
民
族
の
種

を
な
く
そ
う
と
す
る
創
氏
改
名
の
拒
否
と
、
民
族
意
識
の
根
本
を
抜
こ
う
と
す
る
朝
鮮
教
育
令
改
定
の
拒
否
な
ど
も
含
ま
れ
る
と
考
え
て
い

た
。
こ
の
よ
う
に
神
社
参
拝
を
拒
否
し
た
両
者
の
間
で
相
違
が
出
て
い
る
）
31
（

。
こ
こ
で
確
認
で
き
る
こ
と
は
、
李
源
永
の
中
に
は
三
・
一
運
動

の
民
族
独
立
と
い
う
信
念
が
彼
の
信
仰
に
お
い
て
も
連
綿
と
生
き
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

李
源
永
は
一
九
四
〇
年
八
月
二
〇
日
に
第
二
次
予
備
検
束
を
受
け
た
。
日
本
帝
国
主
義
当
局
が
検
束
し
た
意
図
の
詳
細
は
把
握
で
き
な
い

が
、
そ
こ
に
は
彼
が
﹇
創
氏
改
名
を
拒
否
し
﹈
皇
民
化
政
策
に
背
い
て
い
る
と
い
う
判
断
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
す
る
。
日
本
警

察
は
家
族
と
の
面
談
を
禁
止
し
、
飲
食
物
も
持
ち
込
ま
せ
な
い
よ
う
に
指
示
し
た
。
こ
の
時
期
は
、
彼
の
家
族
を
経
済
的
に
支
援
し
精
神
的

に
も
励
ま
し
て
き
た
米
国
の
宣
教
師
た
ち
が
本
国
に
戻
る
時
期
で
あ
っ
た
。
李
が
留
置
場
に
て
で
き
る
こ
と
は
聖
書
を
読
む
こ
と
だ
け
で
あ

り
、
彼
は
聖
書
の
黙
想
に
没
頭
し
た
。
警
察
は
そ
う
す
る
彼
を
放
置
し
な
か
っ
た
。
前
回
の
よ
う
に
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
拷
問
と
殴
打
を
加
え

た
。
万
年
筆
を
指
の
間
に
入
れ
て
ひ
ね
る
拷
問
、
唐
辛
子
を
鼻
に
入
れ
る
拷
問
、
水
の
拷
問
、
体
を
逆
さ
ま
に
つ
り
上
げ
る
拷
問
な
ど
苦
痛

を
伴
う
あ
ら
ゆ
る
拷
問
は
、
つ
い
に
彼
の
体
を
壊
し
た
。
拷
問
に
よ
っ
て
肺
炎
に
罹
っ
た
彼
は
そ
の
年
の
一
二
月
三
一
日
に
病
気
に
よ
る
保

釈
と
な
り
、
釈
放
さ
れ
た
。

そ
の
頃
朝
鮮
イ
エ
ス
教
長
老
教
会
総
会
は
一
九
四
〇
年
八
月
ま
で
に
七
三
一
の
愛
国
班
を
組
織
し
た
。
こ
れ
を
通
じ
て
総
会
は
戦
勝
お
祝

い
会
、
武
運
長
久
祈
祷
会
、
戦
死
兵
慰
問
金
、
戦
傷
者
慰
問
、
遺
族
慰
問
、
国
防
献
金
、
鍮
器
﹇
金
属
食
器
﹈
献
納
、
時
局
講
演
な
ど
の
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事
業
を
展
開
し
て
戦
時
の
施
策
に
協
力
し
た
）
32
（

。
慶
安
老
会
も
そ
の
年
の
一
二
月
に
開
催
さ
れ
た
定
期
老
会
（
第
三
五
回
）
で
各
教
会
に
神
棚

を
奉
安
す
る
こ
と
を
可
決
し
、
警
察
と
事
前
連
絡
を
取
る
と
い
う
こ
と
ま
で
決
議
し
た
）
33
（

。
ま
た
老
会
は
日
本
帝
国
主
義
が
一
つ
の
面
﹇
地
方

の
単
位
﹈
に
一
つ
の
教
会
し
か
認
め
な
い
と
い
う
政
策
に
呼
応
し
、
教
会
の
合
併
を
推
進
し
た
。
老
会
は
多
数
の
礼
拝
堂
と
土
地
を
売
っ
て

そ
の
お
金
で
国
防
献
金
を
し
た
）
34
（

。
そ
れ
で
も
こ
れ
が
割
り
当
て
ら
れ
た
金
額
に
至
ら
な
か
っ
た
の
で
、
老
会
は
再
び
各
教
会
宛
に
金
額
を
割

り
当
て
た
。
国
防
献
金
の
割
り
当
て
は
中
央
教
会
千
円
、
城
内
教
会
二
千
円
、
大
竜
山
教
会
二
〇
円
、
豆
田
教
会
一
〇
円
、
竜
上
教
会
五
〇

円
、
幕
現
教
会
五
〇
円
、
ガ
ウ
ン
教
会
三
〇
円
、
オ
ウ
ン
教
会
一
五
〇
円
、
バ
ク
サ
ン
教
会
二
〇
円
、
新
岩
教
会
三
〇
円
（
合
計
三
、三
六
〇

円
）
な
ど
で
あ
っ
た
。
老
会
は
信
徒
た
ち
に
も
個
別
的
に
国
防
献
金
を
す
る
よ
う
に
決
議
し
、
献
金
を
一
人
当
た
り
一
円
以
上
と
定
め
た
。

5　
一
九
四
一
︱
一
九
四
二
年
、
第
三
次
予
備
検
束

五
福
士
村
に
て
侘
び
し
く
生
活
し
て
い
た
李
源
永
と
そ
の
家
族
に
、
天
か
ら
大
き
な
喜
び
の
賜
物
が
与
え
ら
れ
た
。
一
九
四
一
年
四
月

二
六
日
に
息
子
ヨ
ハ
ネ
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
李
源
永
が
五
五
歳
に
し
て
授
か
っ
た
子
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
喜
び
を
分
か
ち
合
う
の
も

僅
か
な
時
間
だ
け
で
あ
っ
た
。
そ
の
年
七
月
一
日
に
彼
は
再
び
警
察
署
に
収
監
さ
れ
た
）
35
（

。
不
安
と
恐
怖
で
泣
い
て
い
る
子
ど
も
た
ち
と
乳
児

を
抱
い
て
い
る
妻
を
五
福
士
村
に
残
し
た
ま
ま
、
警
察
署
に
拘
禁
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
第
三
次
予
備
検
束
で
あ
っ
た
。
今
回
は
彼
の
家
族
に

も
知
ら
れ
な
い
よ
う
に
、
浦
港
、
盈
徳
、
慶
山
﹇
以
上
、
慶
尚
北
道
の
地
域
﹈
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
警
察
署
に
移
さ
れ
た
。
日
本
帝
国
主
義
が

そ
の
よ
う
に
し
た
理
由
は
、
い
ろ
い
ろ
な
警
察
署
を
移
送
し
な
が
ら
苦
痛
と
拷
問
を
受
け
さ
せ
、
彼
を
屈
服
さ
せ
る
た
め
で
あ
っ
た
）
36
（

。
寒
い

冬
、
冷
た
い
留
置
場
の
床
で
過
ご
し
た
彼
は
肺
炎
を
再
発
し
、
一
九
四
二
年
三
月
二
一
日
に
病
気
に
よ
る
保
釈
と
な
り
、
釈
放
さ
れ
た
。

安
東
と
全
国
の
長
老
教
会
は
、
李
源
永
が
い
ろ
い
ろ
な
警
察
署
を
移
さ
れ
な
が
ら
拘
禁
さ
れ
て
い
る
間
、
日
本
帝
国
主
義
の
皇
民
化
政
策
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に
引
き
続
き
屈
辱
的
に
屈
服
し
て
い
っ
た
。
慶
安
老
会
第
三
六
回
定
期
老
会
（
一
九
四
一
年
六
月
）
は
神
社
参
拝
を
も
っ
て
開
会
し
た
が
、

こ
の
時
か
ら
教
会
は
全
体
主
義
的
国
家
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
前
に
完
全
に
跪
き
始
め
た
。
老
会
は
当
時
流
行
し
た
言
葉
「
日
本
的
基
督
教
）
37
（

」
を

樹
立
す
る
た
め
に
足
並
み
を
揃
え
た
。
こ
れ
は
、
教
会
が
戦
時
体
制
に
動
員
さ
れ
る
最
初
の
段
階
で
あ
っ
た
。
第
二
次
大
戦
の
状
況
で
慶
安

老
会
は
戦
争
物
資
を
支
援
す
る
た
め
に
そ
の
年
九
月
に
各
教
会
に
「
鍮
器
﹇
金
属
食
器
﹈
献
納
主
日
」
を
定
め
鍮
器
を
集
め
た
。
そ
の
年

一
一
月
に
慶
安
老
会
は
臨
時
老
会
を
開
い
て
一
一
月
六
日
を
「
愛
国
機
献
納
主
日
」﹇
当
時
、
朝
鮮
の
教
会
は
日
本
に
戦
闘
機
を
献
納
し
よ

う
と
し
た
﹈
と
定
め
、
そ
の
日
に
献
金
す
る
よ
う
に
し
た
。
こ
こ
で
集
ま
っ
た
献
金
の
総
額
は
三
、四
一
八
円
六
五
銭
で
あ
っ
た
。
ま
た
老

会
は
日
本
帝
国
主
義
の
侵
略
戦
争
を
「
聖
な
る
戦
争
（
聖
戦
）」
と
呼
び
、
一
九
四
二
年
一
月
に
は
各
教
会
に
公
文
を
発
送
し
て
「
戦
勝
祈

祷
会
」
を
開
く
よ
う
指
示
し
た
。
戦
争
が
絶
頂
に
達
し
た
一
九
四
二
年
に
日
本
帝
国
主
義
は
軍
事
募
集
制
度
を
徴
兵
制
に
変
え
た
。
こ
れ
に

従
っ
て
慶
安
老
会
第
三
七
回
定
期
老
会
（
一
九
四
二
年
六
月
）
は
老
会
期
間
中
「
徴
兵
制
実
施
お
祝
い
会
」
を
開
い
た
。

慶
安
老
会
が
日
本
帝
国
主
義
の
戦
争
遂
行
の
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
協
力
を
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
帝
国
主
義
は
第
三
八
回
定
期
老
会

（
一
九
四
二
年
一
二
月
一
五
―
一
八
日
）
を
つ
い
に
開
会
中
止
に
さ
せ
た
。
そ
し
て
﹇
日
本
帝
国
主
義
か
ら
の
強
圧
的
な
教
団
編
入
調
整
作

業
に
よ
っ
て
慶
安
老
会
は
﹈「
慶
北
教
区

）
7

（
訳
注団

」
に
所
属
さ
せ
た
。
慶
安
老
会
は
そ
の
名
前
が
消
え
た
ま
ま
、
そ
の
後
三
年
間
（
八
・
一
五
光

復
ま
で
）
ど
ん
な
集
会
も
開
く
こ
と
が
な
か
っ
た
。
安
基
教
会
も
新
世
教
会
と
共
に
法
上
洞
教
会
に
「
合
同
」
さ
れ
、
こ
の
二
つ
の
教
会
の

建
物
と
土
地
を
一
万
四
千
円
で
売
却
し
、
こ
の
う
ち
九
千
円
を
国
防
献
金
に
捧
げ
た
）
38
（

。
そ
の
他
、
安
東
の
数
多
く
の
教
会
が
町
の
単
位
で
統

合
さ
れ
た
。
例
え
ば
録
田
洞
に
は
教
会
が
五
箇
所
あ
っ
た
が
、
一
箇
所
に
強
制
的
に
統
合
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

6　
一
九
四
五
年
、
第
四
次
予
備
検
束

一
九
四
五
年
五
月
二
二
日
に
李
源
永
は
ま
た
警
察
署
に
拘
禁
さ
れ
た
。
今
回
は
大
勢
の
人
々
と
一
緒
に
同
じ
部
屋
に
収
監
さ
れ
た
が
、
こ

ky5036李源永翻訳e偶.indd   331 11.7.25   2:27:23 PM



332

の
人
々
の
う
ち
に
は
神
社
参
拝
を
拒
否
し
た
罪
に
問
わ
れ
て
収
監
さ
れ
た
信
徒
た
ち
（
主
に
長
老
と
牧
師
た
ち
も
）
も
何
人
か
い
た
。
ま

た
安
東
農
林
高
等
学
校
の
学
生
た
ち
も
い
た
）
39
（

。
そ
の
当
時
、
自
然
に
交
わ
り
が
出
来
、
李
源
永
は
自
分
の
食
事
を
残
し
て
こ
の
人
々
に
分
け

た
。
ま
た
留
置
場
に
は
南
京
虫
が
い
て
人
々
は
苦
し
ん
だ
が
、
彼
は
南
京
虫
が
最
も
出
て
く
る
出
入
り
口
に
横
た
わ
っ
て
、
学
生
た
ち
の
周

囲
に
南
京
虫
が
行
か
な
い
よ
う
に
し
、
自
分
の
体
を
犠
牲
に
し
て
保
護
し
た
の
で
あ
る
。

皇
国
臣
民
化
政
策
を
拒
否
し
た
神
学
的
根
拠

李
源
永
が
皇
民
化
政
策
と
神
社
参
拝
を
拒
否
し
た
神
学
的
根
拠
が
ど
こ
に
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
資
料
を
探
し
て
み
た
。
一
般
的
に
神
社
参

拝
を
拒
否
し
た
教
会
指
導
者
た
ち
の
神
学
的
根
拠
は
終
末
思
想
に
あ
っ
て
、
さ
ら
に
前
千
年
王
国
説
終
末
論
に
根
拠
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ

れ
と
の
関
連
で
李
源
永
が
安
基
教
会
の
牧
会
時
代
に
用
い
た
『
新
約
全
書
』（
一
九
三
〇
年
刊
行
）
を
調
べ
た
が
、
こ
の
扉
の
余
白
に
描
い

た
図
表
で
「
終
末
論
図
表
」
を
見
つ
け
た
。
こ
の
図
表
は
千
年
王
国
、
す
な
わ
ち
、
終
わ
り
の
時
に
キ
リ
ス
ト
が
王
と
し
て
再
臨
し
て
世
を

支
配
す
る
王
国
に
関
し
て
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
）
40
（

。
こ
の
図
表
と
殆
ど
同
様
の
内
容
が
、
彼
の
平
壌
長
老
会
神
学
大
学
の
在
学
時
代
の
講
義

録
「
ダ
ニ
エ
ル
書
講
解
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
彼
の
遺
品
蔵
書
の
中
に
は
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ン
の
『
イ
エ
ス
の
再
臨
』、
ア
ー
ド
マ
ン
の

『
ダ
ニ
エ
ル
書
』（
昭
和
二
年
発
行
）、
金
ジ
ョ
ン
ヒ
ョ
ン
の
『
末
世
論
』（
一
九
二
八
年
）、
李
明
直
の
『
耶
蘇
再
臨
講
話
』（
一
九
二
七
年
、

一
九
三
〇
年
再
発
行
）
が
あ
っ
た
。

李
源
永
が
描
い
た
図
表
と
他
の
全
て
の
資
料
は
一
様
に
デ
ィ
ス
ペ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
主
義
﹇D

ispensationali

）
8

（
訳
注

sm

﹈
前
千
年
王
国
説
を
表

し
て
い
る
。
こ
の
終
末
論
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、
終
末
論
が
教
会
で
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
ら
れ
た
の

か
を
見
る
必
要
が
あ
る
。
一
九
世
紀
後
半
米
国
で
第
三
次
覚
醒
運
動
が
起
こ
り
、
こ
の
時
期
に
千
年
王
国
運
動
が
起
こ
っ
た
。
こ
の
運
動
は
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ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ン
の
『
イ
エ
ス
の
再
臨
』
と
い
う
著
書
に
よ
っ
て
大
衆
の
中
に
広
が
り
、
ブ
ル
ッ
ク
ス
と
ス
コ
フ
ィ
ー
ル
ド
に
よ
っ
て
神
学

的
に
体
系
が
整
え
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
デ
ィ
ス
ペ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
主
義
の
前
千
年
王
国
説
が
、
韓
国
に
い
た
米
国
宣
教
師
た
ち
の
翻
訳
を

通
し
て
紹
介
さ
れ
た
。
例
え
ば
ゲ
イ
ル
（G

ale

）
が
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ン
の
『
イ
エ
ス
の
再
臨
』（
一
九
一
三
）
を
、
裵
偉
良
（B

aird

）
は
ブ

ル
ッ
ク
ス
『
主
再
臨
論
』（
一
九
二
二
）
を
ハ
ン
グ
ル
で
翻
訳
し
た
。
し
た
が
っ
て
平
壌
長
老
会
神
学
大
学
﹇
現
ソ
ウ
ル
長
老
会
神
学
大
学

の
前
身
﹈
で
は
――
李
源
永
の
在
学
時
代
――
デ
ィ
ス
ペ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
主
義
の
前
千
年
王
国
説
が
主
に
紹
介
さ
れ
て
い
た
。
牧
会
者
た
ち

の
う
ち
で
デ
ィ
ス
ペ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
主
義
の
前
千
年
王
国
説
を
教
会
に
紹
介
し
強
調
し
た
人
に
は
吉
善
宙
、
李
明
直
、
金
応
朝
ら
が
い
た
。

牧
会
者
た
ち
の
千
年
王
国
の
宣
布
と
説
明
は
信
徒
た
ち
に
植
民
地
状
況
の
試
練
と
苦
痛
を
勝
ち
取
る
こ
と
の
で
き
る
終
末
論
的
希
望
を
与
え

た
の
で
あ
る
。

前
千
年
王
国
説
終
末
論
に
関
し
て
さ
ら
に
考
察
す
る
と
、
草
創
期
韓
国
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
に
紹
介
さ
れ
た
前
千
年
王
国
説
は
大
き
く

二
つ
の
流
れ
が
あ
っ
た
。
デ
ィ
ス
ペ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
主
義
の
前
千
年
王
国
説
と
歴
史
的
前
千
年
王
国
説
で
あ
る
。
両
者
の
共
通
点
は
キ
リ
ス

ト
の
再
臨
の
後
、
こ
の
世
に
千
年
王
国
が
成
立
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
両
者
の
相
違
点
は
、
携
挙
と
教
会
の
大
艱
難
通
過
に
対
し
て
違

う
見
解
を
持
つ
こ
と
で
あ
る
。
デ
ィ
ス
ペ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
主
義
の
前
千
年
王
国
説
は
大
艱
難
が
来
る
前
に
携
挙
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
教
会

は
大
艱
難
に
遭
わ
な
い
と
主
張
す
る
が
、
一
方
、
歴
史
的
前
千
年
王
国
説
は
大
艱
難
の
最
後
に
つ
い
に
携
挙
が
あ
る
た
め
、
教
会
が
大
艱
難

に
遭
う
と
主
張
す
る
。
デ
ィ
ス
ペ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
主
義
の
前
千
年
王
国
説
は
イ
エ
ス
の
再
臨
が
二
回
、
つ
ま
り
最
初
の
空
中
の
再
臨
と
二
番

目
の
地
上
の
再
臨
が
あ
る
と
主
張
し
た
。
最
初
の
再
臨
は
死
ん
だ
人
た
ち
と
生
き
残
っ
て
い
る
人
た
ち
が
空
中
で
主
と
出
会
い
（
小
羊
の
婚

宴
）
地
上
で
は
七
年
大
艱
難
（
七
年
間
の
反
キ
リ
ス
ト
の
統
治
）
に
遭
い
、
こ
の
艱
難
の
最
後
に
キ
リ
ス
ト
が
再
び
地
上
に
再
臨
し
こ
れ
と

共
に
ハ
ル
マ
ゲ
ド
ン
戦
争
が
起
き
る
。
そ
の
後
、
サ
タ
ン
は
縛
ら
れ
底
な
し
の
淵
に
投
げ
入
れ
ら
れ
、
千
年
王
国
が
始
ま
る
と
見
な
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
歴
史
的
前
千
年
王
国
説
は
イ
エ
ス
の
再
臨
は
地
上
再
臨
一
回
と
主
張
し
空
中
再
臨
を
受
け
入
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
七
年
大

艱
難
と
ハ
ル
マ
ゲ
ド
ン
戦
争
な
ど
に
関
す
る
見
解
は
デ
ィ
ス
ペ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
主
義
の
前
千
年
王
国
説
の
主
張
と
同
様
で
あ
る
。
前
者
は
キ
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リ
ス
ト
の
迫
っ
た
再
臨
を
信
じ
時
代
の
徴
な
ど
が
再
臨
の
初
め
の
段
階
、
つ
ま
り
携
挙
以
降
に
成
し
遂
げ
ら
れ
る
と
見
な
し
た
。
一
方
後
者

は
差
し
迫
っ
た
キ
リ
ス
ト
の
再
臨
を
否
認
し
再
臨
以
前
に
時
代
の
徴
が
成
就
さ
れ
る
と
見
な
し
た
。
前
者
は
千
年
王
国
の
聖
書
的
根
拠
を
主

に
旧
約
聖
書
に
置
い
て
お
り
、
後
者
は
こ
れ
の
根
拠
を
た
だ
新
約
聖
書
に
置
い
て
い
る
。

神
社
参
拝
を
拒
否
し
た
教
会
指
導
者
た
ち
の
終
末
思
想
は
、
そ
の
多
く
が
デ
ィ
ス
ペ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
主
義
の
前
千
年
王
国
説
で
あ
っ
た
。

彼
ら
は
イ
エ
ス
の
再
臨
を
期
待
し
、
再
臨
と
共
に
成
っ
て
い
く
新
し
い
天
と
新
し
い
地
を
待
ち
望
む
、
つ
ま
り
神
社
参
拝
の
よ
う
な
空
し
い

も
の
を
拝
す
る
こ
と
で
戒
め
を
犯
さ
ず
、
む
し
ろ
戒
め
を
最
後
ま
で
守
り
イ
エ
ス
の
再
臨
を
迎
え
る
、
と
強
調
し
た
。
例
え
ば
李
基
先
は

一
九
三
〇
年
代
に
起
き
た
戦
争
、
天
災
地
変
（
干
ば
つ
、
虫
被
害
な
ど
）、
流
行
性
の
病
気
な
ど
は
す
べ
て
末
世
に
起
こ
る
現
象
で
あ
り
、

そ
れ
に
神
社
参
拝
の
強
要
が
加
え
ら
れ
て
末
世
が
迫
っ
て
い
た
と
見
な
し
た
。
そ
し
て
彼
は
今
や
ま
も
な
く
キ
リ
ス
ト
が
再
臨
し
日
本
帝
国

を
含
む
現
在
存
在
し
て
い
る
す
べ
て
の
国
家
と
組
織
を
一
緒
に
し
、
そ
の
上
に
キ
リ
ス
ト
を
王
と
す
る
千
年
王
国
が
建
設
さ
れ
る
と
堅
く
確

信
し
た
の
で
あ
る
）
41
（

。

デ
ィ
ス
ペ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
主
義
の
終
末
思
想
は
旧
約
ダ
ニ
エ
ル
書
を
基
盤
と
し
て
偶
像
崇
拝
拒
否
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ダ

ニ
エ
ル
書
に
基
づ
い
た
終
末
論
的
歴
史
意
識
に
お
い
て
、
神
社
参
拝
を
偶
像
崇
拝
と
同
一
視
し
た
の
で
あ
る
。
神
社
参
拝
を
拒
否
し
た
人
の

中
に
は
（
蔡
ジ
ョ
ン
ミ
ン
、
金
キ
ョ
ン
ヒ
な
ど
）、
今
の
時
代
が
旧
約
の
バ
ビ
ロ
ン
時
代
と
同
一
の
様
相
を
表
し
て
い
る
と
見
る
人
が
い
た
。

そ
れ
ら
の
人
々
は
日
本
を
バ
ビ
ロ
ン
と
見
な
し
、
朝
鮮
は
ユ
ダ
ヤ
で
あ
る
と
見
な
し
た
。
神
社
参
拝
を
拒
否
す
る
朝
鮮
人
を
監
獄
に
入
れ

拷
問
す
る
こ
と
は
、
ま
る
で
「
バ
ビ
ロ
ン
の
偶
像
崇
拝
を
拒
否
し
た
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
を
火
の
燃
え
る
炉
に
入
れ
る
こ
と
」
と
見
な
さ
れ
た
）
42
（

。

従
っ
て
彼
ら
に
は
神
社
参
拝
が
国
家
儀
式
で
は
な
く
、
十
戒
の
第
一
戒
に
反
す
る
明
白
な
偶
像
崇
拝
で
あ
る
と
判
っ
た
の
で
あ
る
。
李
基

先
は
こ
の
世
で
た
だ
ヤ
ハ
ウ
ェ
神
が
唯
一
の
絶
対
者
で
あ
り
彼
以
外
に
ど
ん
な
存
在
も
そ
の
地
位
に
昇
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
強
調
し
た
。

従
っ
て
「
日
本
の
天
皇
も
不
完
全
な
人
間
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
も
そ
れ
に
仕
え
て
い
る
日
本
の
神
宮
と
神
社
は
す
べ
て
偽
り
の
神
に
仕
え
て

い
る
こ
と
で
、
こ
れ
を
礼
拝
す
る
行
為
は
モ
ー
セ
の
十
戒
の
う
ち
、
偶
像
を
崇
拝
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
戒
め
に
違
反
し
て
い
る
」
と
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言
っ
た
）
43
（

。
全
ケ
オ
ン
は
、
安
東
の
印
魯
節
（R

odger E
. W

inn

）
記
念
聖
書
学
校
を
卒
業
（
昭
和
一
三
年
、
一
九
三
八
年
）
し
、
イ
ハ
洞
教

会
の
執
事
と
し
て
伝
道
者
の
仕
事
を
し
て
い
た
。
恐
ら
く
李
源
永
と
終
末
論
思
想
が
同
じ
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
全
は
、
日
曜
学
校
の
聖

書
勉
強
時
間
や
礼
拝
時
間
の
説
教
を
通
し
て
「
神
社
と
神
宮
は
偶
像
に
過
ぎ
ず
、
神
社
参
拝
は
偶
像
崇
拝
と
し
て
モ
ー
セ
の
十
戒
（
出
エ
ジ

プ
ト
第
二
〇
章
）
に
違
反
す
る
こ
と
」
と
言
っ
た
）
44
（

。
こ
の
よ
う
な
デ
ィ
ス
ペ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
主
義
的
終
末
思
想
と
第
一
戒
を
堅
く
守
ろ
う
と

す
る
キ
リ
ス
ト
者
た
ち
の
信
仰
意
志
を
、
当
局
は
社
会
秩
序
を
壊
し
、
治
安
維
持
を
妨
害
し
、
政
治
的
に
も
不
純
で
あ
る
と
見
て
い
た
の
で

あ
る
。
さ
ら
に
彼
ら
は
「
現
存
社
会
制
度
及
び
国
家
形
態
は
悪
魔
の
組
織
で
あ
る
た
め
間
も
な
い
う
ち
に
キ
リ
ス
ト
の
再
臨
に
よ
っ
て
（
既

存
社
会
制
度
と
国
家
が
）
壊
さ
れ
、
こ
の
代
わ
り
に
キ
リ
ス
ト
が
王
と
し
て
千
年
王
国
を
建
設
す
る
で
あ
ろ
う
」
と
叫
ん
だ
。
日
本
帝
国
主

義
は
こ
れ
ら
を
保
安
法
（
第
七
条
）
45
（

）、
不
敬
の
罪
（
刑
法
第
七
四
条
第
一
項
第
五
五
条
）
46
（

）
と
扇
動
罪
（
刑
法
第
五
四
条
第
一
項
の
前
半
、
第

一
〇
条
に
第
七
四
条
一
項
）
47
（

）
に
該
当
す
る
罪
の
行
為
と
見
な
し
た
の
で
あ
る
）
48
（

。

こ
れ
ま
で
の
考
察
を
通
し
て
出
て
く
る
暫
定
的
結
論
は
、
李
源
永
の
日
本
帝
国
主
義
の
皇
民
化
政
策
を
拒
否
し
た
根
拠
と
な
る
思
想
は
終

末
論
で
あ
り
、
そ
れ
は
デ
ィ
ス
ペ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
主
義
の
前
千
年
王
国
説
か
ら
そ
れ
ほ
ど
離
れ
て
い
な
か
っ
た
と
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

生
き
殉
教
者
の
妻
、
牧
師
夫
人
金
其
出）

49
（

李
源
永
と
そ
の
家
族
が
五
福
士
村
で
生
活
し
て
い
た
六
年
間
、
家
事
と
子
ど
も
の
養
育
と
教
育
問
題
は
全
て
牧
師
夫
人
金
其
出
（
キ
ム
キ

チ
ュ
ル
、
一
八
九
八
―
一
九
五
〇
）
の
肩
に
掛
か
っ
て
い
た
。
夫
が
警
察
署
に
拘
禁
さ
れ
て
い
る
間
、
金
其
出
は
毎
日
礼
拝
を
捧
げ
た
。
五

福
士
村
は
人
々
が
住
ん
で
い
な
い
深
い
谷
間
で
あ
っ
た
た
め
、
博
徒
た
ち
が
密
か
に
来
て
賭
博
を
し
、
不
良
者
た
ち
が
喧
嘩
を
す
る
よ
う
な

と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
こ
の
物
騒
な
生
活
の
場
を
守
る
た
め
、
金
其
出
は
「
六
人
の
娘
」
を
養
育
す
る
母
と
し
て
夜
に
寝
る
こ
と
な
く
、
家
の
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周
辺
を
見
守
る
時
が
多
く
あ
っ
た
。

牧
師
夫
人
金
其
出
に
と
っ
て
最
も
辛
か
っ
た
こ
と
は
食
べ
物
を
用
意
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
米
が
全
然
な
い
状
況
で
あ
っ
て
、
一
日
三
回

の
お
粥
で
食
べ
つ
な
い
で
き
た
。
粟
、
よ
も
ぎ
、
豆
の
葉
っ
ぱ
な
ど
食
べ
物
の
材
料
と
な
る
も
の
は
す
べ
て
入
れ
て
お
粥
を
作
っ
た
。
し
か

し
そ
れ
さ
え
足
り
な
か
っ
た
た
め
、
水
を
多
め
に
し
て
薄
い
お
粥
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
時
々
家
族
た
ち
は
食
べ
物
の
た
め
に

山
中
に
入
っ
て
松
の
木
の
皮
を
取
っ
て
餅
を
作
っ
た
り
お
粥
を
作
っ
た
。
た
ま
た
ま
精
米
所
か
ら
屑
米
を
も
ら
っ
た
と
き
に
は
、
そ
れ
で
お

粥
を
作
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
薄
い
お
粥
で
食
べ
つ
な
い
で
き
た
た
め
、
成
長
期
に
あ
る
子
ど
も
た
ち
は
常
に
お
腹
が
空
い
て
い
た
。
子
ど
も

た
ち
の
願
い
は
米
の
ご
飯
を
食
べ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
ひ
も
じ
い
腹
を
満
た
す
た
め
に
子
ど
も
た
ち
は
密
か
に
キ
ッ
チ
ン
に
入
っ
て
、
母
の

分
と
し
て
残
し
て
お
い
た
お
粥
を
一
、
二
さ
じ
食
べ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
う
な
る
と
母
の
食
べ
も
の
は
な
く
な
り
、
そ
の
た
め
食
事
が
で

き
な
い
日
も
多
か
っ
た
。
末
子
ヨ
ハ
ネ
が
乳
を
く
れ
と
泣
い
た
が
、
乳
が
出
る
は
ず
が
な
か
っ
た
。

家
長
の
役
割
も
担
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
金
其
出
は
糧
を
求
め
る
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
労
働
を
し
た
。
当
時
安
東
は
綿
花
、
大
麻
な
ど
を
生

産
す
る
地
域
と
し
て
有
名
で
あ
り
、
特
に
蚕
業
が
発
達
し
て
い
た
。
金
其
出
は
蚕
を
飼
っ
て
絹
を
と
り
、
機
で
紬
を
織
っ
て
食
糧
と
交
換
す

る
時
も
あ
っ
た
。
蚕
を
飼
っ
て
絹
を
織
る
ま
で
に
は
長
い
時
間
と
努
力
が
必
要
で
あ
っ
た
し
、
織
機
の
前
に
座
っ
て
機
で
紬
を
織
る
ま
で
に

は
長
い
労
働
過
程
が
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
の
過
程
で
子
ど
も
た
ち
の
手
も
必
要
で
あ
っ
た
。
金
其
出
は
子
ど
も
た
ち
を
連
れ
て
綿
花
の
畑
に

行
っ
て
主
人
の
刈
り
入
れ
の
終
わ
っ
た
畑
で
綿
の
ま
だ
開
い
て
い
な
い
実
を
手
で
割
り
、
綿
花
を
刈
り
入
れ
た
。
そ
し
て
竹
で
弓
を
作
っ
て

畑
で
刈
り
入
れ
た
綿
花
か
ら
紬
を
織
っ
た
。
毎
朝
家
庭
礼
拝
を
捧
げ
た
後
に
子
ど
も
た
ち
は
他
の
家
の
綿
花
を
手
で
割
る
仕
事
を
し
そ
の
代

価
で
種
を
も
ら
っ
て
来
た
。
綿
花
の
種
は
暖
房
用
の
焚
き
口
の
火
を
つ
け
る
時
に
必
要
で
あ
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
は
円
く
座
っ
て
綿
花
を
一

つ
一
つ
割
っ
た
が
、
そ
の
作
業
が
終
わ
る
と
爪
が
ひ
り
ひ
り
し
て
痛
か
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
の
仕
事
は
さ
ら
に
あ
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
は
母

が
開
墾
し
て
お
い
た
畑
に
行
っ
て
草
を
抜
く
な
ど
力
仕
事
を
し
た
。
金
其
出
は
家
族
た
ち
の
食
材
を
得
る
た
め
に
他
の
家
に
行
っ
て
労
働
し

た
り
、
長
い
髪
の
毛
を
ハ
サ
ミ
で
切
っ
て
そ
れ
を
売
り
米
三
升
と
交
換
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
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山
の
中
の
家
庭
集
会

安
基
教
会
か
ら
追
い
出
さ
れ
山
の
中
で
過
ご
す
間
に
李
源
永
は
家
庭
で
礼
拝
し
牧
会
と
し
た
。
毎
朝
晩
、
彼
は
家
庭
礼
拝
を
し
た
。
勿
論

数
ヶ
月
間
警
察
署
で
収
監
さ
れ
て
い
た
期
間
に
は
礼
拝
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
す
べ
て
の
家
族
が
部
屋
の
中
に
座
っ
て
讃
美
し
聖
書

を
読
み
祈
っ
た
後
、
李
源
永
が
説
教
す
る
と
い
う
次
第
で
礼
拝
が
守
ら
れ
た
。
子
ど
も
た
ち
は
長
く
祈
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
父

（
李
源
永
）
が
祈
り
を
教
え
た
。
子
ど
も
た
ち
は
一
言
で
祈
り
を
捧
げ
、「
神
様
、
よ
く
勉
強
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
」、「
父
母
に
従

順
す
る
よ
う
に
」、「
兄
弟
間
で
仲
良
く
す
る
よ
う
に
」
こ
の
よ
う
な
祈
り
を
し
、
父
母
が
最
後
の
祈
り
を
捧
げ
る
形
で
あ
っ
た
。

山
の
中
の
家
庭
集
会
時
代
に
作
成
し
た
彼
の
「
自
筆
説
教
目
録
」（
一
九
三
八
年
七
月
か
ら
一
九
四
五
年
初
め
ま
で
）
に
は
、
総
数
三
二
四

篇
の
説
教
題
と
聖
書
箇
所
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
説
教
は
以
前
よ
り
新
約
聖
書
に
偏
っ
て
い
る
。
彼
は
説
教
本
文
を
新
約
聖

書
と
旧
約
聖
書
か
ら
一
〇
対
一
の
比
率
で
選
ん
だ
。
ま
た
、
旧
約
聖
書
の
本
文
の
選
択
に
お
い
て
も
律
法
書
（
三
二
篇
）
に
集
中
し
て
お

り
、
預
言
書
（
二
篇
）
と
歴
史
書
（
一
篇
）
は
相
対
的
に
少
な
く
、
詩
歌
書
は
見
あ
た
ら
な
い
。
新
約
聖
書
か
ら
選
ば
れ
た
本
文
は
福
音
書

（
一
五
八
篇
）、
パ
ウ
ロ
書
簡
（
七
一
篇
）、
ヘ
ブ
ル
書
と
共
同
書
簡
（
二
三
篇
）、
黙
示
録
（
二
二
篇
）、
歴
史
書
（
一
〇
篇
）
で
あ
り
、
以

前
の
説
教
よ
り
黙
示
録
か
ら
度
々
本
文
が
選
ば
れ
た
。
こ
の
点
は
、
彼
が
置
か
れ
て
い
る
極
限
的
な
終
末
の
状
況
を
代
弁
し
て
い
る
。

李
源
永
は
黙
示
録
三
章
一
節
か
ら
六
節
を
少
な
く
と
も
四
回
以
上
説
教
し
て
い
る
。
そ
し
て
説
教
の
題
を
「
衣
を
汚
さ
な
か
っ
た
者
は
何

人
か
」
あ
る
い
は
「
サ
ル
デ
ス
教
会
」
と
し
た
。
説
教
題
が
示
唆
す
る
よ
う
に
、
彼
の
眼
に
は
黙
示
録
の
サ
ル
デ
ス
教
会
が
今
の
朝
鮮
教
会

と
同
様
に
見
え
た
で
あ
ろ
う
。
当
時
の
教
会
の
よ
う
に
今
の
朝
鮮
教
会
も
神
社
参
拝
の
強
要
に
屈
服
す
る
「
行
為
」
で
、「
生
き
て
い
る
と

い
う
の
は
名
だ
け
て
、
実
は
死
ん
で
い
る
」
教
会
で
あ
る
と
嘆
い
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
死
の
状
態
に
あ
る
教
会
に
お
い
て
「
衣
を
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汚
さ
な
か
っ
た
」
聖
徒
が
何
人
残
っ
て
い
る
か
を
数
え
つ
つ
、
彼
は
心
を
痛
め
た
で
あ
ろ
う
）
50
（

。
同
じ
範
疇
で
彼
は
ル
カ
に
よ
る
福
音
書
五
章

三
七
節
か
ら
三
九
節
の
箇
所
を
選
び
数
回
説
教
し
た
。
そ
し
て
説
教
題
を
「
新
し
い
皮
袋
の
よ
う
な
古
い
皮
袋
」
に
し
た
。
そ
の
説
教
題
が

示
唆
す
る
よ
う
に
、
今
ま
で
彼
に
は
、
朝
鮮
教
会
が
人
の
年
齢
に
置
き
換
え
て
若
い
青
年
期
の
「
新
し
い
皮
袋
」
と
見
え
た
が
、
今
や
そ
れ

が
「
古
い
皮
袋
」
と
判
っ
た
。
彼
は
、
古
い
皮
袋
に
新
し
い
葡
萄
酒
を
入
れ
て
も
皮
袋
が
破
れ
て
し
ま
う
よ
う
に
、
朝
鮮
の
教
会
も
そ
の
よ

う
に
破
れ
て
し
ま
っ
た
と
判
断
し
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
し
て
朝
鮮
の
教
会
の
実
情
を
把
握
し
つ
つ
教
会
に
対
し
て
失
望
し
た
彼
は

真
の
教
会
を
探
っ
た
。
彼
は
こ
の
よ
う
な
脈
絡
で
四
回
以
上
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
一
八
章
一
五
節
か
ら
二
〇
節
を
本
文
に
し
、
そ
の
題

を
「
神
の
教
会
組
織
」
と
呼
ん
で
い
る
。
彼
は
こ
れ
を
本
文
に
し
て
真
の
教
会
を
追
求
し
、
聖
書
通
り
僅
か
「
二
人
ま
た
は
三
人
」
が
集
ま

る
所
で
あ
る
が
「
心
を
一
つ
に
し
て
求
め
」
専
ら
キ
リ
ス
ト
の
「
名
」
に
よ
っ
て
集
ま
る
所
が
真
の
教
会
だ
と
確
信
し
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の

よ
う
に
し
て
李
源
永
は
多
数
が
選
択
し
た
神
社
参
拝
の
道
を
歩
ま
ず
、
小
さ
な
群
れ
で
あ
る
が
キ
リ
ス
ト
の
名
に
よ
っ
て
集
ま
る
神
の
御
心

を
探
す
そ
う
い
う
所
を
追
求
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
同
時
に
彼
は
「
イ
エ
ス
の
葡
萄
の
譬
え
」（
ヨ
ハ
ネ
一
五
章
一
節
か
ら
四
節
）
を
三

回
以
上
説
教
の
本
文
と
し
た
。「
ぶ
ど
う
の
枝
が
木
に
つ
な
が
っ
て
い
な
け
れ
ば
実
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
」
よ
う
に
、「
教
会
（
信
徒
）

が
ぶ
ど
う
の
木
で
あ
る
イ
エ
ス
の
う
ち
に
い
な
け
れ
ば
、
実
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
だ
け
で
は
な
く
、
神
の
審
き
を
さ
け
ら
れ
な
い
」
と

確
信
し
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
彼
は
、
Ⅰ
ペ
テ
ロ
四
章
一
節
か
ら
六
節
ま
で
を
三
回
以
上
説
教
の
本
文
と
し
た
。
こ
の
本
文
の
よ
う
に
、
彼
は

「
キ
リ
ス
ト
の
苦
し
み
が
福
音
の
贈
り
物
だ
」
と
確
信
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
皇
民
化
政
策
と
神
社
参
拝
を
拒
否
し
た
彼
の
神
学
は
キ
リ
ス

ト
論
に
基
づ
い
て
お
り
、
キ
リ
ス
ト
論
に
基
づ
い
て
正
し
い
教
会
論
を
追
求
し
た
。
ま
た
彼
は
牧
会
の
草
創
期
に
度
々
説
教
の
本
文
と
し
て

選
ん
で
い
た
ヘ
ブ
ル
書
一
〇
章
一
九
節
か
ら
二
〇
節
を
山
の
中
の
家
庭
集
会
に
お
い
て
も
随
時
に
説
教
し
た
。
こ
れ
を
通
じ
て
彼
は
以
前
と

同
様
に
心
を
一
つ
に
し
神
に
「
ま
こ
と
の
礼
拝
」
を
捧
げ
、「
永
遠
の
命
の
道
」
を
追
求
す
る
家
の
教
会
を
形
成
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

山
の
中
の
生
活
は
李
源
永
に
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
が
エ
ジ
プ
ト
か
ら
出
て
「
荒
野
の
生
活
」
を
送
っ
た
こ
と
と
喩
え
ら
れ
た
。
彼
は
数
回
旧

約
聖
書
出
エ
ジ
プ
ト
記
一
六
章
一
一
節
か
ら
三
六
節
ま
で
を
本
文
と
し
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
が
エ
ジ
プ
ト
の
肉
屋
の
そ
ば
で
満
腹
し
な
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が
ら
満
足
す
る
奴
隷
生
活
よ
り
、
む
し
ろ
そ
こ
か
ら
離
れ
て
荒
野
の
生
活
を
選
ん
だ
よ
う
に
、
李
源
永
の
家
族
も
日
本
帝
国
主
義
の
植
民
地

支
配
か
ら
脱
し
て
山
の
中
で
天
か
ら
降
り
て
く
る
糧
（
マ
ナ
）
が
な
け
れ
ば
生
き
延
び
る
こ
と
が
で
き
な
い
中
で
、
彼
は
信
仰
の
良
心
を
守

り
、
心
を
平
安
に
す
る
生
き
方
を
選
ん
だ
の
で
あ
る
。

　
　
　
原
注

（
1
） 『
韓
国
史
一
三
、
植
民
値
時
代
の
社
会
経
済
』
ハ
ン
ギ
ル
社
、
一
九
九
四
年
、
一
五
九
頁
﹇「
한
국
사
一
三
、
식
민
지
시
기
의
사
회
경
제
」
한
길

사
﹈。

（
2
） 『
韓
国
基
督
教
の
歴
史　

Ⅱ
』
基
督
教
文
社
、
一
九
九
五
年
、
二
八
五
頁
以
下
﹇「
한
국
기
독
교
의
역
사
Ⅱ
」
기
독
교
문
사
﹈。

（
3
） 『
朝
鮮
イ
エ
ス
教
長
老
会
総
会
第
四
回
会
録
』（
一
九
一
五
）、
三
八―

四
〇
頁
﹇「
조
선
예
수
교
장
로
회
총
회
제
四
회
회
록
」（
以
下
、
韓
国

語
は
初
回
だ
け
記
す
）﹈。
一
九
三
〇
年
代
以
前
の
神
社
参
拝
問
題
に
関
し
て
は
以
下
を
参
照
さ
れ
た
い
。
金
承
台
「
日
本
神
道
の
浸
透
と

一
九
一
〇
、
一
九
二
〇
年
代
の
『
神
社
問
題
』」、『
韓
国
史
論
第
一
六
集
』
一
九
八
七
年
、
二
七
五―

三
四
三
頁
﹇
김
승
태
「
일
본
신
도
의
침
투

와
一
九
一
〇
、
一
九
二
〇
년
대
의
신
사
문
제
」、『
한
국
사
론
제
一
六
집
』﹈。

（
4
） 『
朝
鮮
イ
エ
ス
教
長
老
会
総
会
第
二
一
回
会
録
』（
一
九
三
二
）、
三
四
頁
。

（
5
） 『
朝
鮮
イ
エ
ス
教
長
老
会
総
会
第
二
二
回
会
録
』（
一
九
三
三
）、
九
頁
。『
朝
鮮
イ
エ
ス
教
長
老
会
総
会
第
二
三
回
会
録
』（
一
九
三
四
）、
一
一

頁
。『
朝
鮮
イ
エ
ス
教
長
老
会
総
会
第
二
四
回
会
録
』（
一
九
三
五
）、
五
三
頁
。

（
6
） 『
朝
鮮
日
報
』、
一
九
三
五
・
一
二
・
四
﹇「
조
선
일
보
」﹈。

（
7
） 『
慶
安
老
会
第
三
二
回
会
録
』（
一
九
三
七
・
五
・
二
七
〜
三
一
）、
一
〇
、
一
二
、
一
六
頁
﹇「
경
안
노
회
제
三
二
회
회
록
」﹈。

（
8
） 

李
源
永
『
聖
書
講
解
書
冊
』（
一
九
三
七
・
五
・
二
八
）﹇
이
원
영
「
성
서
강
해
서
책
」﹈。
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（
9
） 

李
源
永
の
四
番
目
の
娘
ジ
ョ
ン
ギ
ル
の
記
憶
に
よ
れ
ば
（
二
〇
〇
〇
年
五
月
に
証
言
）「
小
学
校
二
年
（
九
歳
）
で
あ
っ
た
一
九
三
八
年
に
父
が

日
本
語
強
調
、
神
社
参
拝
、
東
方
요
拝
、
国
旗
掲
揚
な
ど
を
強
要
す
る
学
校
に
こ
れ
以
上
通
わ
な
い
と
命
じ
た
」
と
言
う
。
彼
は
当
時
学
校
の

全
て
の
生
徒
が
安
東
教
会
の
そ
ば
に
あ
っ
た
神
社
に
参
拝
し
た
と
回
想
し
て
い
る
。

（
10
） 『
安
基
教
会
日
誌
：
一
九
三
五―

一
九
三
九
』（
一
九
三
八
・
六
・
一
）﹇「
안
기
교
회
일
지
」﹈。

（
11
） 「
最
近
の
朝
鮮
の
治
安
状
況
」、『
韓
国
独
立
運
動
史　

五
』
国
史
編
纂
委
員
会
、
一
九
六
九
年
、
三
一
三
頁
﹇「
최
근
의
조
선
치
안
상
황
」、『
한

국
독
립
운
동
사
』
국
사
편
찬
위
원
회
﹈。

（
12
） 

閔
庚
培
『
殉
教
者
朱
基
徹
牧
師
』
大
韓
基
督
教
出
版
社
、
一
九
八
四
年
、
一
九
九
頁
﹇
민
경
배
「
순
교
자
주
기
철
목
사
」
대
한
기
독
교
출
판
사
﹈。

（
13
） 『
韓
国
基
督
教
の
歴
史
Ⅱ
』、
三
〇
三
頁
。

（
14
） 

し
か
し
『
慶
安
老
会
第
三
三
回
会
録
』
に
は
こ
れ
に
つ
い
て
の
詳
細
な
記
録
が
な
い
。
慶
安
老
会
が
い
つ
神
社
参
拝
を
決
議
し
た
か
に
つ
い
て

は
見
解
が
多
い
。『
慶
安
老
会
七
〇
年
史
』
一
八
四
頁
に
老
会
が
臨
時
老
会
を
開
い
て
神
社
参
拝
を
可
決
さ
せ
た
と
記
録
さ
れ
て
お
り
、『
安
東

教
会
八
〇
年
史
』
一
六
六
頁
に
は
第
三
三
回
定
期
老
会
が
六
月
で
あ
る
と
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
こ
の
老
会
は
一
二
月
に
開
か
れ
た
。

（
15
） 『
慶
安
老
会
第
三
三
回
会
録
』（
一
九
三
八
・
一
二
・
一
三
）、
五
四
頁
﹇「
경
안
노
회
제
三
三
회
회
록
」﹈。

（
16
） 

同
上
、
五
九
頁
。

（
17
） 『
安
基
教
会
日
誌
：
一
九
三
五―

一
九
三
九
』（
一
九
三
九
・
八
・
六
）﹇「
안
기
교
회
일
지
」﹈。

（
18
） 「
証
言
」、
李
ド
ン
チ
ャ
ン
、
李
貞
順
、（
二
〇
〇
〇
・
七
・
一
四
）。
李
源
永
の
最
初
の
夫
人
は
結
婚
し
て
か
ら
二
年
目
に
亡
く
な
り
、
彼
は
再

婚
し
た
。
し
か
し
世
を
去
っ
た
夫
人
の
男
子
兄
弟
と
李
源
永
の
家
族
は
継
続
し
て
互
い
に
往
来
し
親
し
く
過
ご
し
た
。
そ
う
い
う
環
境
だ
っ
た

の
で
、
彼
の
子
女
た
ち
は
血
縁
関
係
で
は
な
か
っ
た
が
、
お
じ
と
呼
び
、
こ
の
お
じ
が
五
福
士
村
の
土
地
を
購
入
し
て
く
れ
た
。

（
19
） 

こ
の
業
者
は
当
時
安
東
教
会
の
執
事
、
金
テ
キ
ュ
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
20
） 『
安
基
教
会
日
誌
：
一
九
三
五―

一
九
三
九
』（
一
九
三
九
・
八
・
一
三
）。

（
21
） 

李
源
植
は
一
九
四
五
年
八
・
一
五
光
復
と
共
に
復
職
し
学
校
の
校
長
と
し
て
働
き
、
退
任
し
た
。

（
22
） 

金
乙
東
編
『
安
東
版
独
立
史
』
名
文
社
、
一
九
八
五
年
、
一
九
四―

一
九
五
頁
、
三
〇
七―

三
〇
八
頁
﹇
김
을
동
편
「
안
동
판
독
립
사
」
명
문

사
﹈。

（
23
） 「
証
言
」、
李
ウ
シ
ク
、（
二
〇
〇
〇
・
五
・
二
〇
）。
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（
24
） 

裵
興
稷
『
鳳
卿
李
源
永
牧
師
』、
ボ
イ
ス
社
、
一
九
七
六
年
、
一
〇
五
頁
﹇
배
홍
직
「
봉
경
이
원
영
목
사
」
보
이
스
사
﹈。

（
25
） 『
慶
安
老
会
第
三
四
回
会
録
』（
一
九
三
九
・
一
二
・
一
二
）、
七
〇
頁
。

（
26
） 
同
上
、
八
三
頁
。

（
27
） 

閔
庚
培
『
殉
教
者
朱
基
徹
牧
師
』、
二
二
八
頁
以
下
﹇
민
경
배
「
순
교
자
주
기
철
목
사
」﹈。

（
28
） 

崔
薫
「
神
社
参
拝
と
韓
国
再
建
教
会
の
歴
史
的
研
究
」、『
韓
国
基
督
教
と
神
社
参
拝
問
題
』
金
承
泰
編
、
韓
国
基
督
教
歴
史
研
究
所
、
一
九
九
一

年
、
一
四
〇
頁
﹇
최
훈
「
신
사
참
배
와
한
국
재
건
교
회
의
역
사
적
연
구
」、『
한
국
기
독
교
와
신
사
참
배
문
제
』
김
승
태
편
、 

한
국
기
독
교
역
사
연

구
소
﹈。

（
29
） 

李
ジ
ン
グ
「
神
社
参
拝
に
対
す
る
朝
鮮
基
督
教
界
の
対
応
様
相
研
究
」、『
韓
国
基
督
教
と
神
社
参
拝
問
題
』、
三
三
七―

三
三
八
頁
﹇
이
진
구

「
신
사
참
배
에
대
한
조
선
기
독
교
계
의
대
응
양
상
」、『
한
국
기
독
교
의
신
사
참
배
문
제
』﹈。

（
30
） 

同
上
、
三
四
一
頁
。

 

朱
基
徹
は
元
来
日
韓
併
合
の
当
時
風
靡
し
た
民
族
の
自
覚
意
識
を
大
き
く
受
け
止
め
て
い
て
、
こ
の
よ
う
な
点
で
信
仰
の
良
心
と
政
治
意
識
と

を
堅
持
し
て
い
た
と
す
る
。
そ
の
後
彼
は
金
益
斗
の
説
教
を
聞
い
た
後
か
ら
民
族
の
現
実
と
政
治
的
な
関
心
を
遠
ざ
け
て
教
会
内
部
の
信
仰
に

集
中
し
た
と
す
る
。

（
31
） 

金
ヒ
ゴ
ン
『
安
東
の
独
立
運
動
史
』、
三
八
一
頁
﹇
김
희
곤
「
안
동
의
독
립
운
동
사
」﹈。

 

両
班
は
絶
対
に
自
分
の
血
筋
を
放
棄
で
き
な
い
と
い
う
信
念
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
と
の
関
連
で
退
渓
の
子
孫
で
あ
る
芸
安
の
キ
ョ
洞

の
李
ヒ
ョ
ン
グ
（
一
八
六
二―

一
九
四
〇
）
は
創
氏
改
名
に
抵
抗
し
て
自
決
し
た
。
旧
大
韓
帝
国
の
末
期
の
義
兵
抗
争
に
参
与
し
た
彼
は
日
本

帝
国
主
義
の
治
下
で
国
な
き
民
と
自
称
し
つ
つ
山
村
を
転
々
と
し
た
。
日
本
帝
国
主
義
が
創
氏
改
名
を
強
要
す
る
と
彼
は
断
食
に
入
り
、
三
六

日
と
な
る
一
九
四
〇
年
八
月
六
日
に
息
が
絶
え
た
。

（
32
） 『
朝
鮮
イ
エ
ス
教
長
老
会
総
会
第
二
九
回
会
録
』（
一
九
四
〇
）、
八
七―
九
四
頁
。

（
33
） 『
慶
安
老
会
第
三
五
回
会
録
』（
一
九
四
〇
・
一
二
・
一
七
）、
九
八
頁
。

（
34
） 『
慶
安
老
会
第
三
六
回
臨
時
老
会
第
一
回
会
録
』（
一
九
四
二
・
一
・
六
）、
一
一
七
頁
。

 

『
慶
安
老
会
第
三
七
回
会
録
』（
一
九
四
二
・
六
・
二
）、
一
二
四―

一
二
七
頁
。

（
35
） 

裵
興
稷
『
鳳
卿
李
源
永
牧
師
』、
一
一
五
頁
。
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（
36
） 

同
上
。

（
37
） 『
韓
国
基
督
教
の
歴
史　

Ⅱ
』、
三
〇
三
頁
。
日
本
的
基
督
教
は
日
本
帝
国
主
義
の
立
場
で
見
る
と
、
基
督
教
を
日
本
化
す
る
と
言
い
な
が
ら
実

際
に
は
基
督
教
の
変
質
を
強
要
し
た
も
の
で
あ
り
、
基
督
教
の
立
場
で
見
る
と
基
督
教
を
日
本
帝
国
主
義
の
国
籍
に
調
和
さ
せ
る
と
言
い
な
が

ら
実
際
に
は
自
己
合
理
化
の
弁
明
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
こ
の
よ
う
な
調
和
と
は
基
督
教
の
本
質
を
歪
曲
せ
ず
に
は
成
し
遂
げ
ら
れ
な

い
か
ら
で
あ
る
。
実
際
に
日
本
帝
国
主
義
が
主
張
す
る
日
本
的
と
い
う
意
味
は
軍
国
主
義
的
天
皇
崇
拝
的
で
あ
る
と
い
う
言
葉
に
代
替
で
き
る
。

（
38
） 『
慶
安
老
会
第
三
七
回
会
録
』

（
39
） 『
安
東
教
会
八
〇
年
史
』、
一
六
八―

一
六
九
頁
﹇「
안
동
교
회
八
〇
년
사
」﹈。

 

恐
ら
く
一
九
四
四
年
一
〇
月
に
安
東
農
林
高
等
学
校
学
生
た
ち
が
組
織
し
た
「
独
立
回
復
団
」
に
所
属
し
た
会
員
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ

の
団
体
は
一
九
四
五
年
三
月
一
〇
日
に
闘
争
日
と
定
め
安
東
警
察
署
と
憲
兵
隊
を
襲
撃
す
る
計
画
を
立
て
た
が
、
こ
の
計
画
が
事
前
に
発
覚
し
、

こ
の
団
体
の
全
貌
が
顕
わ
に
な
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
団
体
に
所
属
し
た
安
東
農
林
高
等
学
校
学
生
五
〇
人
全
部
が
拘
束
さ
れ
た
。

（
40
） 

そ
れ
以
外
に
も
李
源
永
が
記
録
し
た
『
聖
書
勉
強
の
書
』
の
中
に
「
ヨ
ハ
ネ
黙
示
録
」
が
あ
る
。
こ
れ
が
講
義
を
聞
い
て
記
録
し
た
も
の
か
、

あ
る
い
は
講
義
を
準
備
す
る
た
め
に
作
成
し
た
も
の
か
把
握
し
に
く
い
。

（
41
） 

南
ヨ
ン
フ
ァ
ン
訳
、『
日
本
検
事
の
起
訴
内
容
。
日
本
帝
国
主
義
の
受
難
聖
徒
の
歩
み
』
図
書
出
版
ヨ
ン
ム
ン
、
一
九
九
〇
年
、
三
四―

三
五
頁

﹇
남
영
환
역
「
일
본
검
사
의
기
소
내
용
」﹈。

 

李
基
先
は
続
い
て
言
う
。「
千
年
王
国
の
建
設
の
た
め
に
ま
ず
キ
リ
ス
ト
は
空
中
に
再
臨
し
地
上
に
忠
誠
の
信
徒
た
ち
は
昇
天
し
既
に
世
を
去
っ

た
忠
誠
の
信
徒
た
ち
は
（
も
）
肉
体
で
復
活
し
昇
天
さ
れ
キ
リ
ス
ト
を
中
心
と
す
る
七
年
間
空
中
で
婚
宴
の
間
に
地
上
で
は
す
べ
て
の
民
に
大

艱
難
が
臨
み
人
類
の
三
分
の
一
が
死
亡
す
る
。
そ
し
て
こ
の
期
間
が
終
わ
る
と
キ
リ
ス
ト
は
彼
の
肉
体
を
持
っ
て
地
上
に
再
臨
し
日
本
帝
国
を

含
む
世
界
の
す
べ
て
の
国
の
国
家
制
度
を
破
壊
し
こ
の
地
上
で
キ
リ
ス
ト
教
会
を
持
っ
て
（
…
…
）
罪
悪
が
な
く
、
差
別
が
な
く
、
圧
迫
も
な

い
絶
対
平
和
の
理
想
的
な
地
上
に
神
の
国
言
わ
ば
千
年
王
国
を
建
設
し
キ
リ
ス
ト
は
万
王
の
王
と
し
て
こ
れ
を
統
治
し
篤
実
な
信
徒
た
ち
を
各

地
域
の
一
万
王
に
任
命
す
る
」。

（
42
） 

同
上
、
三
五
、
四
一
頁
。

（
43
） 

同
上
、
三
三
頁
。

（
44
） 「
判
決
文
」（
一
九
四
一
）
刑
公
第
三
三
八
号
。
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『
独
立
運
動
史
資
料
集
一
二
』、
独
立
運
動
史
編
纂
委
員
会
編
、
一
一
四
二―

一
一
四
三
頁
。

（
45
） 
社
会
の
秩
序
を
妨
害
す
る
目
的
で
集
ま
る
言
論
集
会
結
社
な
ど
を
禁
止
す
る
も
の
で
、
神
社
参
拝
が
偶
像
だ
と
反
対
す
る
言
論
や
集
会
及
び
宗

教
結
社
も
こ
こ
に
該
当
し
た
。

（
46
） 

天
皇
は
神
で
な
い
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

（
47
） 

日
本
帝
国
主
義
の
立
場
か
ら
見
る
と
、
神
社
参
拝
は
日
本
国
民
の
精
神
統
一
の
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
神
社
参
拝
を
し
な
い
よ

う
に
妨
害
す
る
と
こ
れ
は
民
心
を
扇
動
す
る
罪
に
該
当
す
る
。

（
48
） 『
日
本
検
事
の
起
訴
内
容
。
日
本
帝
国
主
義
の
受
難
聖
徒
の
歩
み
』
四
一―

四
二
頁
。

（
49
） 

こ
の
部
分
の
叙
述
は
李
源
永
の
子
ど
も
た
ち
の
「
証
言
」（
一
九
九
八
・
一
二
・
二
八
）
に
依
る
。

（
50
） 

こ
れ
と
の
関
連
で
李
源
永
は
一
九
四
〇
年
九
月
か
ら
約
三
カ
月
間
黙
示
録
の
七
教
会
に
つ
い
て
説
教
し
た
。

　
　
　
訳
注

（
訳
注
1
） 『
大
韓
イ
エ
ス
教
長
老
会
総
会
第
三
九
回
会
議
録
』（
一
九
五
四
年
）、
二
七
一
頁
﹇『
대
한
예
수
교
장
로
회
총
회
제
三
九
회
회
의
록
』﹈。

（
訳
注
2
） 

林
熙
國
『
学
者
・
牧
会
者
鳳
卿
李
源
永
研
究
』
基
督
教
文
社
、
二
〇
〇
一
年
、
二
七
九
頁
﹇『
선
비
목
회
자
봉
경
이
원
영
연
구
』
기
독
교
문

사
﹈。

（
訳
注
3
） 

日
本
の
長
老
派
教
会
は
「
大
会
」、「
中
会
」、「
小
会
」
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
韓
国
で
は
そ
れ
ら
が
、「
総
会
」、「
老
会
」、「
堂
会
」
と
呼

ば
れ
て
い
る
。
以
下
、
本
書
で
の
「
総
会
」
と
は
日
本
の
「
大
会
」、「
老
会
」
と
は
日
本
の
「
中
会
」
と
理
解
し
て
よ
い
。

（
訳
注
4
） 

本
書
で
「
△
△
老
会
」
と
用
い
ら
れ
て
い
る
と
き
に
、
△
△
は
殆
ど
地
域
名
を
表
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
こ
こ
で
の
「
安
州
」
と
は
「
平

壌
」
の
西
部
の
地
域
名
で
あ
る
。

（
訳
注
5
） 

本
書
で
は
「
慶
安
老
会
」
と
い
う
言
葉
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
李
源
永
の
所
属
老
会
で
あ
る
。
李
は
そ
こ
で
牧
師
按
手
を
受
け
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（
一
九
三
〇
年
）、
そ
の
所
属
の
「
安
基
教
会
」
で
牧
会
し
た
（
一
九
三
二
年
か
ら
一
九
三
八
年
ま
で
）。「
慶
安
」
の
「
慶
」
は
「
慶
尚
北

道
」
の
頭
文
字
、「
安
」
は
「
安
東
」
の
頭
文
字
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、「
慶
尚
北
道
」
の
「
安
東
」
地
域
の
老
会
﹇
中
会
﹈
の
意
味
。

（
訳
注
6
） 
劉
ジ
ェ
ギ
は
、
牧
師
兼
社
会
運
動
家
で
あ
っ
た
。
教
会
に
協
同
組
合
を
設
け
て
成
功
し
た
後
、
三
二
歳
の
時
に
慶
尚
北
道
義
成
郡
所
在
の

義
成
教
会
に
赴
任
し
た
。
そ
こ
で
青
年
運
動
を
展
開
し
、
青
年
た
ち
に
感
化
を
与
え
た
。
警
察
は
こ
の
よ
う
な
青
年
運
動
を
弾
圧
す
る
た

め
に
、
後
述
す
る
「
農
友
会
事
件
」
を
捏
造
し
た
の
で
あ
る
。『
慶
安
老
会
七
十
年
史
（
一
九
二
一―

一
九
九
一
）』
大
韓
イ
エ
ス
教
長
老

会
慶
安
老
会
、
一
九
九
二
年
、
一
九
三
頁
﹇『
경
안
노
회
칠
십
년
사
』
대
한
예
수
교
장
로
회
경
안
노
회
﹈。

（
訳
注
7
） 「
慶
北
」
と
は
「
慶
尚
北
道
」
の
略
称
で
あ
る
。

（
訳
注
8
） 

原
文
に
は
「
世
代
主
義
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
「
デ
ィ
ス
ペ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
主
義
」
と
し
た
い
。
以
下
の
書
を
参
照
さ
れ
た
い
。

D
onald K

. M
cK

im
（ed.
）, T

he W
estm

inster H
andbook to R

eform
ed T

heology, W
estm

inster John K
nox Press, 2001

（
ド
ナ
ル
ド
・

K
・
マ
ッ
キ
ム
編
『
リ
フ
ォ
ー
ム
ド
神
学
事
典
』
石
丸
新
、
村
瀬
俊
夫
、
望
月
明 

日
本
語
版
監
修
、
い
の
ち
の
こ
と
ば
社
、
二
〇
〇
九
年
、

三
三
四
頁
）。

﹇
謝
辞
﹈
翻
訳
に
際
し
て
、
聖
学
院
大
学
出
版
会
出
版
部
長
の
山
本
俊
明
氏
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
氏
に
感
謝
し
た
い
。
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